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Ⅰ研究概要 

１．研究主題 

地域社会とつながり，持続可能な社会の創り手となる児童生徒の育成 

～主体性と問題発見・解決能力を育む「みらい探究科」のカリキュラム作りを通して～ 

【令和６～８年度 小松市教育委員会指定 未来の学びづくり研究事業】 

 

２．主題設定の理由 

  今日，ＶＵＣＡ時代と言われる変化が激しく予測困難な現代を持続可能な社会へと構築できる人材

が求められている。それはＳＤＧs の視点をもち，グローバルに他者と協働しながら，自己の資質・

能力を発揮し，諸課題を発見・解決することができる人材である。そのためには，地域社会と学校教

育との有機的なつながりを基盤としつつ，各教科等と「みらい探究科」において育成される資質・能

力との相互作用のもと，主体性を養い，問題発見・解決能力が発揮できるようなカリキュラムの創造・

実践が必要であると考え，本研究主題を設定した。 

 

３．研究組織      

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究推進委員会（校長，教頭②，教務②，研究主任②） 

校長 

教科部会 

【国語】中本，麻田，藤江 【算数数学】四日，西野，諸戸 【外国語・英語】畠山，藤田，谷口 

【社会】生地，橋本    【理科】武田，佐々木，安田   【音楽】岡嶋，道上 

【体育】田中，本多，吉田 【技術・家庭】生地，土屋，中本 

小松市国際交流協会 

小松市・市教育委員会 

海外・姉妹校 等 

カリキュラムデザイン部 

１諸戸・２藤江・３道上・○４本多 

コ吉田・コ麻田 

 

○５土屋・６畠山・７田中・７安田 

７佐々木・橋本 

 

８武田・８中本・○９藤田・９四日 

さ西野・生地 

 

英語部 

 

谷口（後教頭） 

 

 

畠山 

 

 

藤田 

情報活用能力部 

 

藤江 

 

 

土屋 

 

四日 

 

ステージ 

 Ⅰ 

ステージ 

 Ⅱ 

ステージ 

 Ⅲ 

みら探プロジェクトタイム 

 

教科部会 

地
域
交
流 

 

こども園・公民館・近隣の学校・JA・ライスセンター・大杉谷川をよ

みがえらせる会・大杉谷川漁業協同組合・内水面水産センター・もく

もく工房・郵便局・駐在所・小松市(社会福祉協議会・ふれあい福祉課） 
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４．研究計画 
（１）未来の学びづくり研究事業 R６～８年 

 ①カリキュラムの見直し ②授業づくりと評価 ③地域 

１
年
目 

・「プロジェクトタイム」 

１～９年見直し⇒新カリキュラム作成 

・カリキュラムマップ見直し(各教科との関連につい
て) 

・各教科との系統性，評価方法の検討
を共有（教科部会） 

・重点単元における授業実践 

・プロジェクトタイムの授業実践 

地域人材

の活用や

関係機関

との連携 

２
年
目 

・みらい探究科カリキュラムの見直し 

 1～9 年見直し⇒新カリキュラム作成と試行 

・「プロジェクトタイム」単元計画への「情報活用能
力」の位置づけ 

・「英語コミュニケーション」⇒外国語活動，外国語
科にみらい探究科と関連を図る「みら探英語」の設
定とカリキュラム作成 

・グローバルタイム(1，2 年)のカリキュラムの見直し 

・プロジェクトタイムの授業実践と
評価 

・外国語活動，外国語科における「み
ら探英語」の授業実践と評価 

・グローバルタイム（１，２年生）の
授業実践と評価 

 

３
年
目 

・「みらい探究科」新カリキュラムの試行と授業改善 

・外国語活動，外国語科にみらい探究科と関連を図る
「みら探英語」の新カリキュラムの試行と授業改善 

・「みらい探究科」新カリキュラムに
よる授業実践と評価 

・外国語活動，外国語科における「み
ら探英語」の授業実践と評価 

 

（２）今年度の研究内容 

①みらい探究科カリキュラムの見直しと試行 

 プロジェクトタイム 

・探究過程を明確にして，1～9 年のカリキュラムを見直す。 

  コミュニケーションタイム 

  ・「情報」は情報活用能力の育成を目指し，「プロジェクトタイム」に位置付ける。 

情報活用能力は，各教科等とも関連を図り 9 年間の系統性を重視したカリキュラムを作成する。 

・「英語コミュニケーション」は英語でのコミュニケーション力の育成を目指し，外国語活動，外国

語科，英語科に「みら探英語」の時間を新たに設定し，みらい探究科（プロジェクトタイム）と

関連を図る。 

   「みら探英語」の時間では，外国語活動，外国語科，英語科で学習した言語活動を活用して，み

らい探究科（プロジェクトタイム）の内容を発信したり，コミュニケーションを深めたりする。 

 

②探究的な学びを深める授業づくりと評価 

・探究的な学習過程における ICT を活用した指導方法を工夫する。 

・各プロセスにおける適切な評価規準の設定と，探究を支えるワークシートの検討など，具体的で

多様な評価方法を開発する。 

 

③地域社会との連携 

・探究的な学習のプロセスにおいて，保護者や地域の人，専門家などの様々な人的資源と地域施設，

環境，産業などの経営資源等を効果的に活用する。 

・地域人材や関係機関との持続可能な連携方法を構築する。 

 

④教科研究 

・各教科における学習課題の設定と学習形態を工夫し，探究的な学びが日常となるようにする。 

・教科横断的な視点をもって学習過程を設定し，各教科等と「みらい探究科」で育成した資質・能

力が往還的に発揮できるようにする。 

・義務教育学校の特色を生かして教科部会を開き，教員一人一人の専門性を高め，授業の質的向上

を目指す。 
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５．研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

Resilience を育て,共によりよい未来を創る子どもの育成 

研究主題 

地域社会とつながり，持続可能な社会の創り手となる児童生徒の育成 

～主体性と問題発見・解決能力を育む「みらい探究科」のカリキュラム作りを通して～ 

目指す児童生徒像 

・自ら考え，判断し，行動する子 

【探究的な見方・考え方を働かせ，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていく姿】 

・広い心で人を思いやり，認め合って協力する子 

【他者と協働して多様な考え方に触れ，互いのよさや可能性を尊重し合う姿】 

・よりよいものを創り出すために挑戦する子  

【一人一人が主体的に関わり合い，学習の質を高め，課題に対して追究する姿】 

主体性を育む授業づくり 

（単元及び授業で） 

・児童生徒が疑問を持ち，自ら解決したくなる課題の設定 

・課題を解決するために,他者と協働して児童生徒が主体的に取り組む場面の設定 

・自らの学びを自分なりに言語化・図式化し，次の課題を見いだすまとめ・振り返りの充実 

みらい探究科のカリキュラムづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みらい探究科  

プロジェクトタイム 

カリキュラム 

コミュニケーション 

タイム 

「英語コミュニケー

ション」 

コミュニケーション 

タイム 

「情報」 
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６．研究年間計画 

講師：北海道教育大学 教職大学院 教授 渋谷 一典 先生 
   放送大学 准教授 小林 祐紀 先生 
   関西外国語大学 教授 直山 木綿子 先生 

   学校教育課 筒井 恭子チーフカリキュラムオフィサー 

 

 

４月 

４月 ７日(月)  研究推進委員会①  今年度の学校研究の方向性について 
４月１５日(火)  校内研修会  今年度の研究の方向性について 講師：筒井 CCO 
４月１８日(金)  校内研修会① 今年度の研究の方向性，プロジェクトタイムカリキュラム

デザインについて  
講師：北海道教育大学教職大学院 教授 渋谷一典先生  

オンライン 
４月３０日(水)  校内研修会② 情報活用能力カリキュラムデザインについて  

講師：放送大学 准教授 小林 祐紀先生 

５月 

５月１５日(木)  研究推進委員会② みら探英語・情報活用 授業実践について 
５月２７日(木)  校内研修会③ プロジェクトタイムカリキュラムデザイン見直しについ
て 

講師： 渋谷一典 先生 オンライン 

６月 
６月１９日(木)  校内研修会④ 講師：小林 祐紀先生  
６月３０日(月)  研究推進委員会③ 計画訪問について 
６月下旬     提案授業 

7月 

７月１０日(木)  校内研修会⑤ 講師：小林 祐紀先生 
・児童生徒・教員アンケート 
７月中旬     研究全体会①(1)１学期の実践ふり返りアンケート 検証方法・内容の確
認 

(2)２学期以降のみらい探究科について 
(3)計画訪問に向けて 

８月 

８月 上旬    校内研修会⑥(1)計画訪問研究授業に向けた模擬授業：５年 
  (2)計画訪問に向けて(各教科単元計画の作成) 

 
８月 下旬    研究全体会②(1)２学期の取組の重点の確認 

(2)児童生徒・教員アンケート・学校評価アンケートの分析 
(3)校内研究授業に向けた指導案検討：６年 

９月 

９月１１日(木)   計画訪問 研究授業 (５年 みらい探究科 授業者：土屋 海奈) 
 
９月１２日(金)  校内研修会⑦みら探英語 研究授業 授業者:６年畠山 祐輔 

英語科   研究授業 授業者:９年藤田 和香奈 
講師：関西外国語大学 教授 直山 木綿子先生 

１０月 １０月初旬    校内研修会⑧ 校内研修会に向けた指導案検討 

１１月 １１月１１日(火) 校内研修会⑨ 研究授業(８年 みらい探究科 授業者：武田 知亜紀) 
               講師：北海道教育大学教職大学院 教授 渋谷 一典先生 

１２月 ・児童生徒・教員アンケート  
１２月２４日(水) 研究全体会③２学期の実践ふり返りアンケート 検証方法・内容の確認 

１月 １月上旬    研究全体会④ (1)３学期の取組の重点の取組 
(2)児童生徒・教員アンケート・学校評価アンケートの分析 

２・３
月 

２月１７日(火)  研究推進委員会  
２月中旬     研究全体会⑤ 今年度のふり返りと来年度に向けて 
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Ⅱ 取り組み概要 

１ みらい探究科カリキュラムの見直しと試行  

（１）プロジェクトタイム 

・みらい探究科カリキュラム「探究過程」を見直した。児童生徒の実態と地域社会の実態を踏まえ，ス

テージⅡ，Ⅲの探究過程の見直しを重点的に進めた。 

  年３回の実施 ７月：前期課程と後期課程で表記に違いがあった部分を統一  

１２月：ステージⅡ，Ⅲの探究内容の刷新，３～６年でのみら探英語の再検討 

３月：探究過程最終調整 

 

（２）コミュニケーションタイム 

 ①情報 

・「情報活用能力」は各教科等とも関連を図り，9 年間の系統性を重視したカリキュラムを作成した。 

・基本的操作の習得，プログラミング，情報モラル・セキュリティ，生成 AI 等についても検討した。 

・プロジェクトタイムの探究過程を【課題設定】【情報収集】【整理分析】【まとめ発表】のプロセス

で構成し，育成する情報活用能力を位置付けた。 

・プロジェクトタイムの授業では，重視したい情報活用能力を明確にし，授業実践を行った。 

【授業公開】 

○9月 11日 計画訪問   〈５年みらい探究科【課題設定】 土屋教諭〉 

   ○11月 11日 北海道教育大学 教職大学院教授 渋谷一典先生 指導助言 

〈８年みらい探究科【整理分析】 武田教諭〉 

   

②英語コミュニケーション 

・外国語活動，外国語科，英語科の学習内容を活用した「みら探英語」の時間を新たに設定した。 

  ・「みら探英語」の時間では，外国語活動，外国語科，英語科の言語活動を活用し，みらい探究科プ

ロジェクトタイムの探究過程と関連させた内容について，英語で情報収集したり発信したりした。 

・時数配分は外国語活動，外国語科，英語科の時間に上乗せし，カリキュラムを弾力的に運用した。

評価の観点は，外国語活動，外国語科，英語科をもとにした。 

＜みらい探究科 授業の視点＞ 

ⅰ 本時の展開は，児童の思考に沿った適切なものであったか。 

ⅱ 本時における情報活用能力の育成に対する手立ては，有効なものであったか。 

 第９学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

「未来」に生きる 「世界」に生きる。 

 より良い社会とはどんな社会？現実は？？どうすればよい？ 

自分はいつどこにいて何をしますか？？？」 

探究課題 よりよい社会への展望を持ち具現化するために必要な方法を考える。 

単元の目標 
これまで学習してきた事柄を総合し、日本や地域社会の課題から、よりよい社会実現のための納得解（最

適解）を、現状を取材・分析しながら探究し、自己の関わり方について考察する。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 
●教科 ○地域 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

９ 

 

 

1 0 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

  

 

 

●情報を

整理して

書 こ う

（国語） 

 

 

 

 

○校外学

習 

 

 

●情報社

会を生き

る（国語） 

 

 

 

 

 

●データ

の 活 用

（数学） 

 

 

 

 

小探究１（１６時間）「より良い社会にするために必要なのは？～震災から考える～」 
※校外学習で小探究し、大探究の仮説検証の根拠(データ)とする。 
 
 
【既習整理・仮説設定】「東北が今日まで歩んできた道の中○○○は、より良い社会づくり 

に必要なことではないか。」 

        ・訪問先について事前調査を行い、小探究の仮説を設定する。 
        
【調査方法検討・調査】「どんなことをどうやって調べればよいだろう？」 
        ・訪問先での調査方法を検討し、訪問時に実施する。 
【分析・仮説検証】  「調査データを分析して、小仮説を検証しよう」 

・調査データを分析し、仮説を検証する。 
【まとめ・公表】  「小探究の結果をクラスで発表しよう」 
        ・小探究の結果をまとめ、クラスで共有する。 

 

大探究（1４時間） 

【分析・仮説検証】「探究してきたことを根拠にして仮説を検証しよう！」 

   ・小探究１・４を根拠に大探究の各自の仮説を検証する。 

    ・文化祭で、探究の進捗（各自の納得解含む）を発表し、得られた意見も踏まえ、仮説を再度

検証する。 

【まとめ・公表】「『よりよい社会とはどんなもの？自分はいつ、何をする？？』をまとめ、公表しよう」 

・探究結果をまとめ、公表する。 

小探究４(１０時間) ※仮説検証に必要な調査を各自が継続して行う。 
【調査方法検討・調査】「自分自身ではどんなことをどうやって調べればよいだ
ろう？」 
【分析・仮説検証】  「調査データを分析しよう」 
【まとめ・公表】  「独自の探究結果をまとめよう」 

大探究(←仮名)（1２時間）「 より良い社会とはどんな社会？現実は？？どうすればよい？ 

自分はいつどこにいて何をしますか？？？」 

【既習整理・仮説設定】「今までみら探ではどんなことを学んできたかな？」 

・第８学年までのみら探の学習をふり返り、よりよい社会をつくるための仮説をつくる。 

・よりよい社会（松東地区）を作るにはどうしたらいいのかな。 

【調査方法検討・調査】「仮説を検証するためにどこでどんな調査をしたらいいのかな？」 

・仮説検証に向けた調査方法(場所を含む)を設定し、調査を行う。 

 

 第９学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

ウェルビーイングプロジェクト 

 ～自分にとっても周りの人にとっても，より良い社会とは？～ 

探究課題 よりよい社会への展望を持ち具現化するために必要な方法を考える。 

単元の目標 
これまで学習してきた事柄を総合し，日本や地域社会の課題から，よりよい社会実現のための納得解（最

適解）を，現状を取材・分析しながら探究し，自己の関わり方について考察する。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 
●教科 ○地域 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

1 0 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

【課】① 

 

 

 

【情】① 

 

 

 

 

【整】① 

 

 

 

 

【ま/表】① 

 

 

 

 

【課】② 

 

 

 

【情】① 

 

 

【情】② 

 

 

【整】①② 

 

 

 

【ま/表】① 

 

 

 

 

 

 

 

●情報を

整理して

書こう 

（国語） 

 

 

●

Project1 

旅行プラ

ンの提案 

（英語） 

 

 

●情報社

会を生き

る（国語） 

 

 

 

 

 

 

○校外学

習 

●

Lesson6 

Being 

fair 

（英語） 

 

●データ

の活用 

（数学） 

 

 

 

育成を目
指す情報
活用能力 

【課】①情報活用の計画を立て，最適化する。②今自分たちが抱えている問題の解決のために，複数の計画を立案する。 

【情】①調査を設計する。②インターネットや生成 AI，書籍など情報メディアの特性を踏まえて，効果的に情報検索する。 

【整】①目的や状況に応じて，グラフや表を使って統計的に整理する。②「考える技法」を組み合わせて活用し，批判的に考

察し，判断する。 

【ま/表】①探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。 

 

【課題設定①】～より良い社会とはどんな社会なのか？～ 

 ・８年までのみら探の学習をふり返り，より良い社会とはどんな社会なのか考える。

また，現在の自分たちの住む地域の現状はどうなのか考え，よりよい社会につい

て仮説を立てる。 

【情報収集①】「仮説を検証するためにどこでどんな調査をしたらいいのかな？」 

・小松市 2040 年ビジョンと自分の仮説を比較する。調査方法(場所を含む)を設定

し，調査を行う。 

・興味のある分野を絞り，小松市の行政の人に来てもらい質疑応答したり，他の自

治体の政策などについて調べたりする。 

【整理・分析①】 

・仮説を検証するために調べたことを整理し，集めた情報を共通点や相違点，メリ

ット・デメリットなどの視点から分析し，スライドにまとめる。 

・スライドにまとめたものをグループで発表し，課題に関して意見を出し合う。出

し合った意見をもとに，課題に対して理解を深めていく。 

【まとめ・表現①】 

 ・自分たちの住む地域の現状を踏まえて，どんな社会が良い社会なのかについて調

べたことをクラスで発表する。 

 

探究１ 

よりよい

社会とは 

 

 

３０時間 

探究２ 

 

みんなが

幸せにな

る社会と

は 

 

４０時間 

【課題設定②】～自分がつくりたい Well-being な社会～ 

 ・探究１で考えたよりよい社会にするために，自分の今住む地域や日本の現状につ

いて考える。また，身の回りにある問題点や課題について考える。 

【情報収集②】 

・課題になっていることや実際に困っていることなどを関連する人にインタビュー

する。 

・多様な視点を取り入れるために，自分たちの住む地域について，外国の人に英語

でインタビューする。 

 ・自分が気になる問題点や課題についてインターネットや書籍を用いて調べる。 

【整理・分析②】 

・集めた情報を共通点や相違点，メリット・デメリットなどの視点から分析し，自

分にとっても周りの人にとっても「よりよい社会」になっているのか整理し，ポス

ターにまとめる。 

【まとめ・表現②】 

 ・ポスターセッションにより発表する。 

  ・保護者・地域の方や、かかわった方々に発表する。 
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・みら探英語の授業を公開し，実践の検証を行った。 

【授業公開】 

○9月 12日 関西外国語大学教授 直山木綿子先生 指導着助言 

   〈１年生グローバルタイム 谷口教頭〉  

〈６年みら探英語 畠山教諭〉 

〈９年英語科授業 藤田教諭〉 

・ALT の活用頻度を高め，より効果的に授業に生かした。２名の ALT の授業配置や参加活動を見直

し，英語以外の授業に ALT が計画的に参加するという取り組みを行った。 

[実践内容]１年生 国語科（「大きなかぶ」外国の民話），日常生活（一緒にいろいろ活動してALTの先生と仲良くなろう） 

２年生 みらい探究科（町で見つけた素敵なものを英語でかっこよく紹介しよう），生活科（おもちゃランドにご招待） 

３年生 音楽科（音楽に合わせて手遊び，外国の手遊びも教えてもらおう） 

５年生 家庭科（日本茶でおもてなししよう），みらい探究科（お米作りに携わってくださった人へ感謝の気持ちを伝

えよう） 

７年生 技術・家庭科 家庭分野（だしを味わい和食文化にふれる） 

８年生 技術・家庭科 家庭分野（日本の文化，浴衣の着付けにチャレンジ），みらい探究科（外国の職業観を知ろう） 

 

２ 探究的な学びを深める授業づくりと評価 

（１）ICT活用の工夫 

・ICT活用検討会を行った。 

 ○2月 12日 放送大学准教授 小林 祐紀先生 指導助言  

  （２）評価 

   ・探究過程の見直しに合わせ，評価規準を再編した。 

・思考ツールや ICTを積極的に活用し，評価方法の多様化を検討した。 

 

 ３ 地域社会との連携 

   ・地域が抱える課題について探究し，発信した。 

・地域の方々との関わりを増やし，新たな出会いを求めた。 

 

 ４ 教科研究 

・教科における主体的かつ協働的な学びの追求を実践した。 

・教科部会の開催 7月～9月 

・指導案検討会（１年算数） 8月 7日 明星学苑明星小学校 笠井健一先生 指導助言 

  ・授業の相互参観（11～12月実施） 

   ・授業づくり宣言(12月作成，1～2月実施) 

 

 

＜各教科 授業の視点＞ 

○ねらい達成に向けて，児童生徒が 

主体的かつ協働的に学ぶ場面を作っているか。 
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Ⅲ 研究の成果と課題 

【成果】 
１ みらい探究科カリキュラムの見直しと試行 

 （１）プロジェクトタイム 

   ステージⅠ・Ⅱ・Ⅲを通した探究の系統性を整理し，段階的に学びを深めることを意図したカリキュラムの

構築を明確にすることができた。 

ステージⅡ（5,6,7年生）探究過程のうち，7年生の探究過程で,地域資源である尾小屋鉱山とそれに関わる

人々との出会いを軸にプロジェクトを再編成した。5年「地域の農業」，6年「地域の町づくり」，7年「地域

の文化・歴史」をテーマにすることで，ステージⅡにおいて地域や社会の過去・現在・未来を統合的に捉えら

れるようになった。 

ステージⅢ（8,9年）探究過程では，8年「自己の働く意義を見つめる」，9年「より良い社会を見つめる」

という個人探究を可能とするテーマを軸にプロジェクトを再編成した。自らと社会との関わりを見つめる学

びを通して，地域や社会の一員として未来を創造する姿を描ける内容となった。 

 

（２）コミュニケーションタイム 

①情報 

情報活用能力について 9 年間の系統性を重視したカリキュラムを作成することができた。このカリキュラ

ムをもとに，みらい探究科プロジェクトタイムの探究過程に情報活用能力を意図的，計画的に位置付けること

ができた。これにより，教員は「いつ」「どのような」情報活用能力の育成を意識して指導すればよいかを確

認できるようになった。また，みらい探究科プロジェクトタイムの探究過程や授業を見直すことで，児童生徒

が主体的に探究活動に取り組み，その中で情報活用能力を発揮できる基盤が整った。 

 5年と8年のみらい探究科で授業実践を行い検証の機会を設けた結果，渋谷先生から「9年間を見通した情

報活用能力の育成が図られており大変良かった。」との指導助言をいただいた。作成した情報活用能力のカリ

キュラムが，情報活用能力を身に付けるための指針として機能し，みらい探究科の実践においても，情報活用

能力を意識した授業設計へ効果的に反映されたことを確認できた。 

 

②英語コミュニケーション 

  「みら探英語」の時間を新設したことで，児童生徒にとって英語が必要感のある学びとなった。 

6年生外国語科での授業実践後，教員の振り返りには「みら探の学習で調べた『松東の魅力』をALTに伝え

るというゴール設定がよかった。単元を通して，子どもたちは相手意識をしっかりともち，目的をもって前向

きに学習に取り組む姿が見られた。」とあり，直山先生からの指導助言には「単元のゴール設定が適切であり，

その目標に向かって子どもたちが意欲的に学習に取り組んでいた。」とあった。「みら探英語」を新設したこと

の有効性が実践を通して示された。 

   

２ 探究的な学びを深める授業づくりと評価 

（１）ICT活用の工夫 

   授業での新端末の効果的な活用を目指し実践を積み重ねた。情報活用能力とも親和性が高いため，みらい探

究科に関する校内研修会で，小林先生から協働的な学びのための ICT 活用の方法や実践事例の紹介，AI の活

用についても指導助言をいただいた。教員が，研修での学びと授業実践をつなげ，ICT活用についての知見を

広げることができた。 

 

 （２）評価 

   探究過程の見直しと情報活用能力の位置づけに関わり，全学年の評価規準を再編した。指導と評価の一体化

を図ることができ，活動内容も明確となった。また，5 年では活動に合わせた様々な思考ツール，8 年では個

人探究に最適なスライドをワークシートとして用いる授業実践を公開し，その効果を実感することができた。 

 

 ３ 地域社会との連携 

  みらい探究科の課題設定や情報収集で，地域に生きる人々と関わり思いや願いを直接聞くことで，取り組みの
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必要性が高まり，児童う生徒が主体的に探究できた。今年度は新たな地域人材との出会いを求めたことで，尾小

屋鉱山とそれにまつわる歴史的文化的事象，野生動物との共生を模索するジビエアトリエ，とつながりをもち学

習過程に反映することができた。 

 

 ４ 教科研究 

相互参観の参観者側の振り返りから，「子どもたちが自分で判断して行動できる・したくなるような声かけが

多かった」「学び方を自ら選ぶことができていてよかった。」「授業の目的が明確で児童の関心が高ければ，自ら

考えることができると感じた。」など，『児童生徒がいかに自律的に学ぶか』という視点が共通して挙げられた。

「主体的・協働的な学び」を追求する中で，教員が児童生徒の望ましい姿をイメージできるようになり，授業相

互参観の具体的な場面からよさを見取れるようになったと考えられる。また，1月から2月実施予定の授業改善

策で教員が立てた目標には，「生徒自身が学びを進める」「自分で自分の学習を」「自由に選択」など主体的な学

びに関する記述が約 73％の教員に見られた。児童生徒自身が探究的に学びを進める授業を具現化するため，教

員が覚悟をもって取り組もうとする姿勢が確認された。 

 

【課題・今後に向けて】 
１ みらい探究科探究過程の実施・検証 

今年度は，各ステージにおける探究の視点やプロジェクトテーマを整理し，本校独自のみらい探究科探究過程

の構想を明確にすることができた。一方で，これらは主に計画・設計段階での成果であり，児童生徒の学びの姿

を通してその妥当性を十分に検証するには至っていない。 

そこで来年度は，見直した探究過程を全学年で完全実施し，各学年の目標設定や地域連携の在り方が，児童生

徒の探究の深まりにどのように寄与しているかを検証していく。あわせて，みらい探究科を中心に据えたカリキ

ュラムマップを作成し，関連教科とのつながりを可視化することで，探究的に学ぶ姿を全教科に共通する学習の

方向性として位置付けていきたい。 

 

２ 情報活用能力の具体化 

今年度は，情報活用能力を探究過程に位置付け，授業実践を通してその有効性を確認することができた。一方

で，情報活用能力が包含する内容は多岐にわたり，学年間・教科間での指導内容や到達目標を十分に共有できて

いるとは言い難い。 

そこで来年度は，情報技術の基本操作，情報モラルやメディアリテラシー，生成 AI等の新たな技術理解とい

った要素を整理・細分化し，系統的に育成するための指導計画を整備する。これにより，探究活動を支える基盤

的な力として，情報活用能力の定着を図っていく。 

 

３ 英語科との関連 

みらい探究科の探究過程と関連を図る英語科のカリキュラムは，試行的な実践を通して，児童生徒の学習意欲

や目的意識を高める可能性が示唆された。一方で，今年度は一部学年での実施に留まり，全体としての検証は十

分とは言えない。 

来年度は，全学年での実施を通して実践を積み重ね，探究活動における英語活用の在り方や評価方法について

検討を進める。英語科教員とみらい探究科を実践する担任教員の協働を深め，みらい探究科と一体となった教科

横断的な学びの充実を図っていく。 

   

４ 授業研究について 

授業研究を通して，教員の間で「主体的・協働的な学び」に対する共通理解が深まり，児童生徒の自律的な学

びを志向した授業改善が進められたことは成果である。しかしながら，主体的・協働的な学びが，課題設定や価

値創出へとつながる探究的な学びとして十分に具現化されているとは言い難い。 

今後は，主体的・協働的な学びを探究の各過程にどのように位置付けるかを明確にし，みらい探究科との関連

を意識した授業設計を進める。その際，各教科の特性や見方・考え方を踏まえながら，探究的な学びを教科固有

の学習として実装することを，授業研究の柱として取り組んでいく。 



　【単元・テーマ】 【探究課題】
重視したい

情報活用能力

９

年

グローバルプロジェクト
～より良い社会とは？現実

は？どうすればよい？自分は
いつどこにいて何をします

か？？～

・よりよい社会への展望を持ち具現化するために
　必要な方法を考える

修学旅行
松東こども園との交流

８

年

キャリアプロジェクト
～私の働く意義～

・職業の選択と社会への貢献（キャリア）
・働くことの意義と自分の将来 （キャリ
ア）
・情報化の進展とそれに伴う日常生活や社会
変化（情報）

インターンシップ
（職場体験）

７

年

石川の未来プロジェクト
～よりよい松東地区とは

どんなもの？～

・身近な地域社会をよりよくするための方途
（町づくり）

金沢自主プラン

６

年

町づくりプロジェクト
～松東地区の

   魅力発見！活性化！～

・地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ
　人々（伝統文化）
・町づくりや地域活性化のために取り組ん
　でいる地域や組織（町づくり）
・災害に備えた地域組織（防災）

金沢自主プラン
合宿
小松市ALTとの交流

５

年

お米プロジェクト
～お米の魅力を発信しよう～

・米作りの課題とそれに関わる地域の
　農業や生産者（食）

金沢自主プラン
合宿
収穫祭
留学生との交流
（グローバルゼミナール）

４

年

みんなスマイル
プロジェクト

～やさしさの輪を広げよう～

・身の回りの高齢者や障害のある人とその
　暮らしを支援する仕組みや人々（福祉）
・情報化の進展とそれに伴う日常生活や
　社会変化（情報）

児童発表会
未来へのオンエアー
(テレビ小松放映）
老人福祉施設訪問

３

年

自然と友だち
プロジェクト

～川と友だち～

・身近な自然環境とそこに起きている
　環境問題（環境）

おおかわの会
大杉谷川をよみがえらせる会
他校との交流
こども園との交流

２

年

なかよしプロジェクトⅡ
～町になかよしの輪をひろげ

よう～

・町探検とそこに住む人々とのつながり（町
づくり） 瀬領特別支援学校との交流

１

年

なかよしプロジェクトⅠ
～あきとなかよしになろう～

・秋探しと身近な自然を生かした
　遊びづくり（環境）

あきまつり（２年生との交流）
新１年生を迎える会(こども園との交流）

【課】課題設定　【情】情報収集　【整】整理分析　【ま/表】まとめ表現
【モ】情報モラル・セキュリティ

                       　　　　　　　　　　　　　  

未来とつながる９つのプロジェクト

関連する行事　交流・発信の場探究　～未来に向けて・世界に向けて　発信～

SDGｓとの関連

【課】収集した情報から課題を見つける
　　　情報の活用の見通しを立てる
【情】調査や資料から情報収集し、情報同士のつながりを見つける
　　　考えと理由、全体と中心などの情報と情報との関係を理解する
【整】比較・分類する　観点を決めた表やグラフを用いて整理する
　　　情報を抽象化する　全体的な特徴や要点を捉え新たな考えを見出す
　　　自他の情報を組み合わせる　「考えるための技法」を用いる
【ま/表】相手に合わせた表現を選択する
　　　　　相手や目的を意識したプレゼンを考える
【モ】自分の情報や他人の情報の大切さを尊重する
        情報発信のマナーやルールを踏まえる
◇スキル：タイピング、プレゼン

【課】体験や活動から疑問をもつ
【情】身近から情報を収集
　　　共通と相違、順序などの情報と情報の関係を理解する
【整】情報の概要を捉え分解整理する
　　　簡単な絵や図、表やグラフを用いて整理する
【ま/表】自分の言葉でまとめる　わかりやすい表現
　　　　 相手を意識し相手に伝わるプレぜン
【モ】人のつくったもの大切にする　他者に伝えてはいけない情報を守る
　　　情報機器を利用する時の基本的なルールを踏まえ行動する
◇スキル：ICTの使い方、簡単なプレゼン、簡単な写真・動画

※3～６，８・９年　７０時間
　 ７年　50時間

※１年　１５時間（生活科より１５時間）
　２年　２５時間（生活科より２５時間）

後

期

課

程

発

展

期

【課】問題の解決に向け、条件を踏まえて情報活用の計画を立て最適化する
　　　解決に向けた計画を複数立案する
【情】調査を設計する
　　　情報メディアの特性を踏まえて効果的に情報検索・検証する
【整】目的や状況に応じて統計的に整理する
　　　情報の傾向と変化を捉え問題に対する多様な解決策を明らかにする
　　　「考えるための技法」を組み合わせて活用する
　　　批判的に考察し判断する
【ま/表】目的や意図に応じて情報を統合し、表現する
　　　　 より意図した活動になるかを論理的に考える
【モ】情報に関する個人の権利と重要性を尊重する
　　　社会はルール法律を守ることで成り立つことを知る
　　　情報社会の自分の責任や義務を踏まえ行動する
◇スキル：表現、記録、計算の原理・法則理解、Web・SNSによる発信

活

用

期

【課】問題を焦点化しゴールを明確にする　問題解決のための情報活用の計画を立てる
【情】調査や実験・観察等による情報の収集と検証を理解する
　　　調査や実験等を組み合わせる　情報メディアを選択する
【整】目的に応じた表やグラフ、「考えるための技法」を適切に選択・活用する
　　　情報を統計的に整理する　情報の傾向と変化を捉える
　　　類似点や規則性を見つけ他との転用や応用を意識しながら解決策を考察する
　　　批判的に考察しようとする
【ま/表】相手に伝わるプレゼンを考える　複数の情報を組み合わせて表現する
　　　　　聞き手とのやり取りをつくる
【モ】情報には自分と他人の権利があることを踏まえる
　　　ネットワーク上の基本的なルールやマナーを守る
         情報セキュリティを踏まえる
◇スキル：プレゼン、アプリの選択

前

期

課

程

基

礎

期

瀬領特別支援学校

との交流

瀬領特別支援学校と

の交流

小松特別

支援学校

との交流

文

化

祭

体

育

祭

「
社
会
」
に
生
き
る

「
世
界
」
に
生
き
る

「
未
来
」
に
生
き
る

「
地
域
」
に
生
き
る

学
年

段
階
区
分

学
習
内
容

令和7年度 小松市立松東みどり学園

小松特別支援学

校との交流

AI

の

活

用

AI

の

利

用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
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Ⅳ．資料 ２ 授業実践  ①みらい探究科 前期課程 

第５学年１組 みらい探究科 学習指導案 

     日 時：令和７年９月１１日（木）第５限 

                  指導者：土屋 海奈 

                            場 所：５年教室 

 

１ 単元名 お米プロジェクト ～お米の魅力を発信しよう～ 

 

２ 単元の目標  

米作り体験や松東地区の米作りに関する調査活動を通して，地域の生産者の想いや願い，消費の

実態等を理解し，地域で生産される米の価値を知らせ消費の拡大に貢献する方策について探究する

とともに，多様な食生活の中に積極的に地域の米を取り入れようとするなど，自らの生活や行動に

生かすことができるようにする。 

 

３ 児童観 

地域で稲作が盛んであるにもかかわらず，田植えや稲刈りの経験のある児童は数名ほどしかおら

ず，直接体験の機会が減少しているという一般的な傾向は，本校においても例外ではない。直接体

験は，文字どおり，子どもたちが身体全体で対象に働きかけ，かかわっていく活動である。直接体

験を通して児童は，実感を伴う理解や適切な技能，多角的・多面的な思考力，主体的に探究に取り

組む姿勢を確かに身に付けていく，と考えれば，稲作に関する体験機会の有無は，単元の価値を左

右する大きな要因と言える。 

この単元においては，直接体験の機会として，稲作農家やＪＡと連携した米作りを位置付けてい

る。書籍やインターネット等による一般的な情報収集とは異なり，ゲストティーチャーとして招い

た地元の稲作農家から直接話を伺うことで，情報や知識の獲得以外にも，苦悩や努力，願いについ

て，言葉や表情，仕草等から察することが可能となり，主体的な探究を支えることにつながるから

である。 

また，第５学年においては，他者とのコミュニケーションを通して自らの学習を調整できるとい

った資質・能力の育成も重視している。なぜなら，自他の発表に対して，アドバイスをし合い，そ

れをもとに修正したりすることに関しては，まだまだ十分とは言えない課題があるからである。そ

こで，本単元では，対話に加え，プレゼンテーションソフトを用いたまとめや，写真や資料を用い

たＰＲづくりを行い，伝えたいことを視覚的に表現する場面を探究の過程に位置付け，課題の解決

を目指す。 

 

４ 指導にあたって 

（１） 各ステージのゴールを見据えたプロジェクトの位置づけ 

本プロジェクトは，ステージⅡの入口にあたる。ステージⅠでは，「地域に生きる」をテーマと

して自然環境や福祉について探究し，４年生では「みんなスマイルプロジェクト～松東地区にやさ

しさの輪を広げよう～」をゴールとして掲げ，自分の考えをもち考えを広めあう児童の姿を目指し

てきた。それを踏まえたステージⅡでは「社会に生きる」をテーマに設定している。 

第５学年では，探究課題として設定した「米作りの課題とそれに関わる地域の農業や生産者」に



基づき，特に，米の消費量の減少に伴う問題状況の解決に向け，自分たちにできることを考え，取

り組むことをねらいとする。具体的には，「お米プロジェクト」として，松東地区の米作りに目を

向け，米作りの課題とそれに関わる地域の農業や生産者について探究していくことになる。 

なお，第６学年では，「町づくりプロジェクト」として松東地区の魅力について探究し，ステー

ジⅡの出口となる第７学年「松東の未来プロジェクト～よりよい松東地区とはどんなもの？～」に

つなげていく計画である。 

 

（２） 探究課題の設定 

わたしたちが生きていくために欠かせない食べ物は,農業従事者によって支えられている。誰もが

安心して食べ物を得られるようにするためには,農作物が安定して供給され続ける必要があり,そのた

めに農家は手間や技術で環境と調和のとれた持続可能な農業に取り組んでいる。本単元は探究課題を

「米作りの課題とそれに関わる地域の農業と生産者」とし、地元の米生産農家等との関わり合いの中

で,生産者の営みや想いに共感し,地域農業に関する課題の解決に向けて消費する立場から主体的に探

究しようとする姿を期待するとともに、最終的には自身の生活と食糧生産・消費の関わりを認識し生

活を自省する中で,社会課題に気づき,よりよい社会を作る一員として改善策を考えていこうとする姿

を目指している。 

 

（３） 探究的な学びを深める授業づくり 

  ア 情報活用能力を育む単元デザイン 

探究的な学びが深まるためには、【課題の設定】【情報の収集】【整理・分析】【まとめ・表現】

といった学習過程が発展的に繰り返されるとともに、その中で課題や目的に応じて情報手段を適

切に活用し、必要な情報を収集・判断・処理・伝達するなどの情報活用能力を育成していくこと

が欠かせない。そこで、単元に「重視したい情報活用能力」を意図的かつ系統的に位置付け、児

童の主体的な探究活動の中でそれらが発揮されるよう期待し、探究１～３を以下のようにデザイ

ンした。 

 

 ■探究１：おいしいお米を作って食べたい 

自分たちで米を作りおいしく食べたいという気持ちから,米に関する興味・関心を高める。「お

いしいお米」の価値は人によって違うことを見つめ,毎日の手入れの必要性や雑草・害虫への対

策と農薬の使用についてなど,話し合ったり調べたりする中で,米作りには様々な困難があるこ

とと,農家の苦労を実感していくようにする。また,松東地区ならではの苦労や工夫にも迫って

いく。 

探究１では、特に「課題の設定」と「情報の収集」の学習過程で重視したい情報活用能力を以

下のとおり設定し,それらが発揮されることを期待した。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

課題の設定 ①米作りで表出した問題や困り感を焦点化し,ゴールを明確にする。 

情報の収集 

①米作り体験による実地調査や,米の生育観察,インタビュー調査等による情

報の収集と検証を理解する。 

③ウェブサイト,書籍,雑誌等,必要な情報メディアを選択する。 

    

■探究２：自分たちにできることを考えよう 

     多大な労力をかけて作っている米の消費量の減少を知ることをきっかけに,米の消費量を増



やす方法を検討することを通して自分たちにできることを考える。関心のあるテーマごとにグ

ループを編成し，様々な方法を使って情報収集を進めていく。ここでは，集めた意見や情報を類

別して集約するボックスチャート，最も主張すべき点を焦点化するピラミッドチャート，課題を

絞り込む二次元表，共通性や独自性を見出すベン図などの活用が考えられる。 

探究２では、各学習過程で重視したい情報活用能力を以下のとおり設定し,それらが発揮され

ることを期待した。なお，本時場面では，松東地区の特別栽培米に関するグラフデータから読み

取った情報を,思考ツールを用いて整理・分析するなどして,課題の設定につなげていく。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

課題の設定 
①米作りで表出した問題や困り感を焦点化しゴールを明確にする 

②問題解決のための情報活用の計画を立てる 

情報の収集 ②調査や実地等を組み合わせる。 

整理・分析 

①目的に応じた表やグラフを適切に活用する。 
②関連付ける,理由づける,見通す,などの技法を適切に選択・活用し,農家の苦
労や工夫を理解したり地域の稲作が抱える困難に気づいたりする。  

③自らの活動を批判的に考察する。 

まとめ・表現 
①相手に伝わるプレゼンを考える。 
②調べたことや経験したことなど複数の情報を組み合わせて表現する。  

 

■探究３：学校・地域に広げよう 

全校・地域への発信に向けて，㏚を行う。効果的な表現，適切な情報の取扱いを理解した上で，

どのような手法で PRするかを思考する活動に向かうようにする。PRのコンセプトの検討を通し

て，見通しをもって意図的に情報を集めたり，選択したり，組み合わせたりできるようにする。

その際，例えば，最も使いたい情報を最上部に置き，その情報につながる細かい情報を最下部に

置くなど，ピラミッドチャートを活用した情報を整理・視覚化が考えられる。ここで身に付ける

「相手を意識した表現の工夫や方法」は，今後のみらい探究科における表現方法の選択肢を増や

すことにもつながる。 

探究３では、特に「整理・分析」と「まとめ・表現」の学習過程で重視したい情報活用能力を

以下のとおり設定し、それらが発揮されることを期待した。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

整理・分析 ③自らの活動を批判的に考察しようとする。 

まとめ・表現 
①相手に伝わる PRを考える。 
③対象者とのやり取りをつくる。 

 

イ 地域の教育資源の活用 

この単元では,以下のような教育支援の活用をめざす。 

教育資源 活用の状況 

人材 松東地区で農業

を営むＪＡに勤

務する農家 

【５月上旬】 

・田植え体験，田植え機による苗植えの観察を通して,米作りの大変

さを知る。 

【５月中旬】 

・畦の除草，稲の生長を阻害する雑草対策を試行錯誤する中で,農家

の方の苦労を知る。 

【９月中旬】 

・かまによる稲刈り体験。コンバインによる刈り取りや脱穀の見学。 

施設 長谷町ライスセ

ンター 

【２学期】 

・収穫後の稲が袋詰めされるまでの工程の見学。 

 



 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①松東地区の米作りの調査

活動を通して，米作りの

過程を知るとともに，米

作りと環境保全のつなが

りを理解している。 

②インタビューやアンケー

トによる家庭及び地域調

査を，相手や場面に応じ

た方法で実施している。 

③松東地区の米消費量アッ

プを呼びかけることは，

松東地区の活性化にもつ

ながり，探究的に学習し

てきたことの成果である

ことに気づいている。 

①蛍米の現状に関する資料からもっ

た問いから課題を発見するととも

に,要因を予測したり,どんな情報

収集が必要かを検討したりして,課

題の解決方法や手順を見通してい

る。（本時） 

②多様な情報にある特徴を見つけ，

事象を比較・分類し，確かな根拠

付けをもとに課題の解決に向けて

考えている。 

③アンケート結果をグループごとに

整理・分析し，客観的な視点にた

って課題を見出し，分析内容に照

らして改善策を考えたり，改善効

果を予測したりしている。 

④相手や目的・意図に応じて工夫し

てまとめ，多様な方法で表現・発

信している。 

①地域の米作り農家やＪＡの

ゲストティーチャーから米

作りの過程や地域ならでは

の特徴などを学び，探究活

動に生かそうとしている。 

②様々な調査活動を行うにあ

たって，目的意識を明確に

して地域の方やゲストティ

ーチャーの方と関わろうと

したり，友達と協力して調

査活動やＣＭ作成に取り組

もうとしたりしている。 

③PRづくりを通して，実生

活・実社会の問題解決に継

続的に取り組もうとしてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 単元の探究過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題設定❶】自分たちで育てたお米でおいしいご飯をつくりたい 

何をどのように育てたらよいのだろう。何が必要だろう。 

 ・ウェビングマップを使って米作りに関する印象を共有し,思いと興味を引き出す 

【情報収集❶】米作りについての情報を集めよう 

・米作り体験  ・ＪＡ、稲作農家との交流 

・米作りに必要なもの、手順、経費などをインターネットや本を使って調べる 

【整理・分析❶】集めた情報を整理し,米作りの苦労や工夫に迫ろう 

 ・わかったことを短冊に表し,目的に合うものを取捨選択し,構成を整理する 

【まとめ･表現❶】 わかったことを報告書にまとめよう 

 ・ワードを使い,写真・表などを用いた報告書にまとめる 

 第５学年 みらい探究科 探究過程 【資料３-１】 

単元名 

【テーマ】 

お米プロジェクト 

～お米の魅力を発信しよう～ 

探究課題 米作りの課題とそれに関わる地域の農業や生産者（食） 

 
単元の目標 

「おいしい米を作って食べたい」という思いを切り口とし,稲作の実情に触れる活動を通
して,地域の生産者の想いや願いを理解し,米の消費等に関する課題の解決を目指して探
究するとともに,自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 
●教科 ○地域 
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【課】① 

【情】 

①③ 

 

 

 

 

 

 

【課】① 

 

【情】② 

 

 

 

【課】② 

 

 

【整】 

①②③ 

 

【ま表】 

①② 

 

 

 

 

 

【整】③ 

【ま表】 

①③ 

 

●きいてきいてき

いてみよう（国

語） 

〇育苗見学 

〇田植え体験 

●みんなが伝えや

すいデザイン（報

告文 国語） 

 

 

●米作りのさかん

な地域（社会） 

〇稲刈り体験 

〇ライスセンター

見学 

●自然環境を守る

ために（国語） 

〇GT招いての授

業 

●割合のグラフ

（算数） 

●食べて元気！ご

飯とみそ汁（家

庭） 

〇文化祭 

〇収穫祭 

●工業生産を支え

る輸送と貿易 

●情報化した社会

の産業の発展

（社会） 

 

 

 

 

●「子ども未来科」

で何をする（提案

文,スピーチ  

国語） 

 

 

 

 

育成を目

指す情報

活用能力 

【課】①米作りで表出した問題や困り感を焦点化しゴールを明確にする ②問題解決のための情報活用の計画を立てる 

【情】①米作り体験による実地調査や,米の生育観察,インタビュー調査等による情報の収集と検証を理解する  

   ②調査や実地等を組み合わせる ③ウェブサイト,書籍,雑誌等,必要な情報メディアを選択する 

【整】①目的に応じた表やグラフを適切に活用する ②関連付ける,理由づける,見通す,などの技法を適切に選択・活用し,農家の

苦労や工夫を理解したり地域の稲作が抱える困難に気づいたりする ③自らの活動を批判的に考察しようとする 

【ま/表】①相手に伝わるプレゼンや PRを考える ②調べたことや経験したことなど複数の情報を組み合わせて表現する  

     ③対象者とのやり取りをつくる 

 

【課題設定❷】日本のお米作りは,何が問題となっているのだろう。お米の消費
量を増やすにはどんな工夫をしているのだろう 

 ・KJ 法やウェビングマップを使って調べたいことを引き出し,目的に合わせて焦点化

し,調査項目を類型化する。 

【情報収集❷】グループで知りたい情報をたくさん集めよう 

・農家さんや JA 職員などの GT を招いて話を聞く。 

お米の消費についてフォームでアンケート調査をする。 

・お米に対する意識,生産コストの課題,生産量の課題,外国人向けの宣伝等 

 

 

【課題設定❷】ところで、日本人だけでなく外国の人たちは米のことをどう思
っているのだろう 

【情報収集❷】外国の主食について,英語を使って取材しよう 

 ・ALT や身近な外国の人と英語を介して情報収集する 

【整理分析❷】収集した結果の整理・報告会を通して,消費量を増やす作戦を考
えよう。 

・ボックスチャート,ピラミッドチャートを用いて,米作りの秘密や工夫,米の利点など

について伝えたいことのポイントや対象を明確にする 

【まとめ･表現❷】 みんなにお米の秘密やすごさと,松東地区のお米のすごさを
伝えて,今以上にお米を食べてもらおう 

 ・スライドでまとめたものを,学校内模擬発表を見合ってアドバイスし修正する 

 ・収穫祭で農家の方やゲストに発表し,フォームのアンケートを元に再修正する 

・地域に発信する 

 

探究 3 

 

学校・地
域に広げ
よう 
 
２０時間 

 

探究 2 

 

自分たち
にできる
ことを考
えよう 

 

２５時間 

【課題設定❸】みんなにお米をたくさん食べてほしいから PR を考えよう 

 ・どんな PR をしたらよいか,対象,発信場所を考えて試作する。 

 ・CM,ポスター,プレゼン,ショート動画 等, 適切な発信手段を考える 

【情報収集❸】 みんなが食べたくなるような PR になっているかな 

 ・生産者や地域の人,ALT や外国の人の感想を集める 

【整理・分析❸】試作版をどう再構成するか検討しよう 

 ・集めた感想を,生成 AI を用いて分類し,再構成が必要な部分を検討する。 

・最も伝えたい情報を,ピラミッドチャートを用いて整理し,検討する 

【まとめ･表現❸】完成版に仕上げて全校や地域に PR を届けよう 

・他学年や外国の人を含めた地域の人に発信し,評価を元に成果を判断する      

 

探究１ 

 

米作りか
ら見える
農家のす
ごさ 
 
２５時間 

全校のみんなや地域の方にお米のよさや工夫を知ってもらえた。もっと多
くの人にお米をたくさん食べてもらうにはどうしたらいいかな。 

実際にやってみると,米作りはとても手間がかかり、苦労が多いもの
だとわかった。そんなお米なのに,消費量が減ってきているなんて！
て。 

日本人や外国人など,幅広い消費者への PR が消費拡大につながりそうだ 

●U3 What ～ 

do you like?
（外国語） 

 お米に関わることをイメージマップに表し、「おいしいお米を作って食べたい」と考えた。 



７ 単元の指導及び評価計画（総時数 ７０時間 本時２７時） 

小単元（時間） 学習活動 

評価規準・評価方法  

知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

1 

米作りから見え

る農家のすごさ

（２５） 

・米作りをテーマにウェビングマップし，「おい

しいお米作り」に必要なものや手順,苦労や工

夫に迫る。 

     

・松東地区での米作りの過程を調査したり，米作

りの体験を行ったりする。 
  態① 

行動観察 

・調査や体験を通して分かったことや疑問に思っ

たことの情報を整理・分類する。調べて分かっ

た数値を表やグラフに整理する。 

知② 

インタビュ

ー用紙 

    

・米作りの過程を知るとともに，米作りと環境保

全のつながりを理解する。 

知① 

ワ ー ク

シート 

  

2 

自分たちにでき

ることを考えよ

う（２５） 

・地域の米作り農家の現状を知る。 

・蛍米に関するデータを根拠に,生産量の推移を

読み取ったり生産者の思いを予想したりする。 

 思① 
思考ツール
シート・付
箋への記述
内容,発言 

 

・データから問題状況を見出し,課題を設定する。 

・データをもとに予想し,知りたいことややりた

いこと（課題）をはっきりさせる。（本時） 

  

・課題の解決に向けた調査活動の計画を立てる。 

・蛍米に関する状況を詳しく知るために、生産者

への取材計画を作成する。 

 

思① 
計画,イ
ンタビュ
ーシート 

 

・G・T から，近年のお米の生産量や消費量の推移

について話を聞く。 

・地域の米作り農家が抱える課題を理解する。 

知② 

学習用

端末 

   

・課題解決に向けて情報を集める。 

・情報から見つけた事象を比較・分類し，根拠を

明らかにしながら課題の解決に向けて考える。 

  

思② 

学習用

端末 

  

・ここまでの成果をグループごとにまとめ，発表

する。（収穫祭） 
   

・PMI シートを使ってアンケート結果を整理・分

析し，見出した課題の改善策や効果を考え，発

信内容を再度修正する。  

  

  

思③ 

発言・ＰＭ

Ｉシート 

 

3 

PR して学校・地

域に広げよう

（２０） 

・これまでの学習の成果やお米の魅力を発信する

ために PR する計画を立てる。（PR 内での表現

方法，絵コンテ，配役，セリフなど） 

   
態② 

発言・ワ

ークシート 

・PR のための作成に取り組む。 

・作成したものについて，他グループや先生方か

らアドバイスをもらう。 

・客観的な視点で課題を見出し,再考・修正する。 

 

思④ 

発言・絵

コンテ 

 

・作成したものを校内，家庭や地域，関係機関に

発信する。 

知③ 

学習用

端末 

  

・学習をふり返る。 

・松東地区のお米の魅力を呼びかけることは，松

東地区の活性化にもつながることに気づく。 

  態③ 

行動観察  

 



８ 本時の学習 （第２７時） 

（１）本時のねらい 

蛍米の現状に関する資料から課題を発見し,要因を予測し,どんな情報収集が必要かを検討して課題

の解決方法や手順を見通すことができる。            【思考力，判断力，表現力等】        

（２）準備 思考ツールシート,付箋,問い返しワードシート,学習用端末 

（３）展開 

配時 

(分) 

主な学習活動 
Ｔ 主な発問・指示  Ｓ 児童の反応 

・留意点 □ICT 活用 
◆評価【観点,方法】 

〇支援 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時の活動をふりかえり，本時の課題をつかむ。 

T：蛍米の生産量の変化を読み取ったことから,どのようなことを

考えましたか。 

S：蛍米の生産量が増えていないことから,「蛍米を増やせない」

のではないかと予想したよ。 

S：僕は,農家さんは「増やしたくない」と思っていると予想した

よ。 

S：なぜそう思うの？ 

 T：みんなそれぞれに原因を予想し,その理由を考えましたが,こ

の後どうしますか？ 

 S：みんなの予想とその理由を知りたいです。 

 T：では今日は,「蛍米の生産量増えてないのなぜかな？問題」に

ついて考えたことを整理して,「蛍米の生産量・わたしたちの

大予想」をまとめましょう。 

 そうしたら,その予想を基に「蛍米を増やしてお米の消費量 up

作戦」に向けて何をしたらよいかがはっきりするかもしれませ

んね。 

 

 

 

 

 

 

 

２．情報を整理する。 

Ｔ：グループごとに意見を出し合って,予想とその理由について

整理してください。 

  意見を言いながら付箋を出して,似ているものはまとめま

す。付箋のまとまりができて,まとめの言葉を付けられそうな

らつけてください。時間がきたら代表者に発表してもらいま

す。 

 グループ協議の約束は①出てきた意見や考えを否定しない

こと②司会や記録を分担すること③最後に発表する人を決め

ておくこと,の３つです。 

 S：「手間がかかる」から増やせないのだと考えた。お米作りは大

変だから。 

S：「農薬とかに厳しい」と聞いたことがある。 

S：おじいちゃんが「蛍米は大変だ」って言ってた。 

・前時に参照したグラフ,話

し合った内容などを掲示

して確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習のめあてを確

認するとともに，学習の

流れを提示する。 

・1学期の学びを想起し,活

動方法を自分たちで選べ

るようにする。 

 

 

 

 

・グラフデータを根拠に問

題状況を明らかにしてい

く。 

・グループ協議は参加度合

いにばらつきがでるた

め,記録や司会などの担

当を大まかに決めて話し

合うようにする。 

・付箋を出し合う際には,同

じものや意味の近いもの

を集めてグルーピングす

るよう声をかけ ,構造的

に整理が行われるように

働きかける。 

・「蛍米」を「やむなく増や

せない」と,「増やそうと

してない」の二観点で考

えることで ,農家の視点

に立ちつつこれまでの学

びを根拠に考えることを

促す。 

・じっくり自分の意見を出

しつつ友達の意見も参考

〈予想とその理由を整理して,これから何をしていきたいかをはっきりさせよう〉 

☆グループ活動の流れ☆ 

①グループで,あらかじめ個人で考えていた付箋を出し合う。 

②付箋をグルーピングし整理する。（KJ 法） 

③グループの中で,問題に対する予想をまとめる。 



 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

S：大変だから「増やしたくない」のではないかな。 

S：「高い」から買う人が増えなくて,「増やせない」のかもしれ

ない。 

T：「高くて売れない」が「増やせない」のキーワードに 

S：「農家が減ってる」から,作る人がいなくて「増やせない」ん

だよ。 

S：なぜそう思うの？ 

S：社会でもグラフを見たよ。農家の数が減っているんだよ。 

  

３．グループごとに整理した思考ツールシートを紹介し合い,「蛍

米の生産量が増えていない問題」に対する予想を話し合う。 

（グループごとに代表者が発表） 

Ｔ：グループ発表を聞いて,「わたしたちの大予想」をまとめまし

ょう。 

S：やっぱり「作るのが大変」で増やせないという意見が多い。 

S：「お金がかかる」し増やしたくないも多かったね。 

S：でも売ればもうかるのに。 

S：「農家さんがどんどん減っている」から「増やせない」の意見

もあったね。 

 

 

４．自分たちの今後の「していきたいこと」をまとめる。 

 T：「蛍米生産量増えてないのなぜかな？問題」に対する大予想を

考える中で,確実なことと曖昧なことがはっきりしてきました

ね。これからどうしますか？どうしていきたいですか？ 

 S：蛍米のことをもっと調べたい。どれだけ作るの大変なのか。 

 S：橋本さんに蛍米の作り方を詳しく聞きたいよ。 

 S：何をインタビューするか考えたい。 

S：蛍米を作っている人がどのくらいいるかも知りたいな。 

 S：もしできそうなら,蛍米の作り方を広めて,農家さんに作って

もらいたい。 

 T：では,次回からは『探究サイクル』の【情報収集】をしたいの

ですね。皆で話し合ってみて,自分の中に残っている「したい・

知りたい」をタブレットに書き込んでください。 

にしながら ,蛍米に対す

る新たな視点をもつ。 

・□？ ワードカードを用意

し,お互いが問い返すこ

とで考えたことを明らか

にする。 

・キーワードをグループか

ら取り上げ ,広められる

ようにする。 

・児童が気づいていない点
があれば，アドバイスを
したり，整理し直したり
しながら焦点化する。 

 

・円座で発表し,話し合いや

すい雰囲気をつくる。 

評価規準 

◆蛍米の現状に関する資料

からもった問いから課題

を発見するとともに,要

因を予測したり,どんな

情報収集が必要かを検討

したりして,課題の解決

方法や手順を見通してい

る。【思,判,表①思考ツー

ルシート・付箋への記述

内容,発言】 

〇〈Ｃ→Ｂへの手立て〉 

グループ内で交流した

り，進んで整理に参加し

たりできるように声をか

けて支援する。 

 

□話し合いを通して明確に
なった児童個々の課題
を,教師が生成 AI を使っ
て集約する。 

５ 

 

 

 

 

５．本時をふりかえる。 

Ｔ： 今日のふりかえりを書きましょう。 

①学んだこと ②つけた力 ③反省・次回すること 

もやもやしている事があれば,③に書いてください。 

Ｓ：②グループで話し合う力がついた 

Ｓ：①蛍米の作り方は難しいのかもしれない 

Ｓ：③蛍米の作り方を橋本さんに聞いて,詳しくなりたい。 

 

・継続して書いている「み
らたん振り返りシート」
に,今日の学びを書き込
む。 

（４）指導に生かす学習評価 

本時の評価規準「蛍米の現状に関する資料からもった問いから課題を発見するとともに,要因を予測

したり,どんな情報収集が必要かを検討したりして,課題の解決方法や手順を見通している。（思,判,表

①）」については,グループや全体交流での行動観察（発言）やワークシートの記述内容から評価して

いる。例えば,「資料から課題を発見し,要因を予測している」「どんな情報収集が必要かを検討してい

る」児童は「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断することができる。 

  一方,要因の予測や今後の活動への見通しをもつことが難しい「努力を要する」状況（Ｃ）と判断で



きる児童については,その手立てとして、例えば,課題に立ち返りデータを改めて確認するとともに,農

家の立場としてどのような課題を抱えているかを再考するよう促していく。 

また、（Ｂ）に加えて,例えば,問題の要因をデータや既習内容を複数組み合わせるなどして,必要な情

報やデータを明確にしたり,次の活動への見通しを具体的にもつことができていたりする児童は, 「十

分満足できる」状況（Ａ）と判断することができる。 

   

（５）本時における情報の取扱い（思考ツールシート） 

  【課題の設定】に向けて,データから見えてきた問題

に対してその要因を予測し,仮説を立てていく。そのた

めに,考えを掘り起こしながら整理していくプロセス

を大切にしたい。授業では、右のような思考ツールの

中で一人一人が考えていた予測内容を付箋紙を用い

てグループで整理しつつ,問い返しを通して課題とな

る部分を明確にしていく。 

   

（６）板書計画 

 

９ みらい探究科の授業の視点 

・本時の展開は,児童の思考に沿った適切なものであったか。 

・本時における情報活用能力の育成に対する手立ては，有効なものであったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蛍米の生産量、増えていないのなぜかな？問題 

＜予想とその理由を整理して、これから何をしていきたいかをはっきりさせよう＞ 

 

 

 ☆グループ活動の流れ☆ 

①グループで,個人で考えていた 

フセンを出し合う。 

②フセンをグルーピングし 

整理する。 

③グループの中で, 

問題に対する予想をまとめる。 

 ？ワードカード 

なんで？ 

どうして？ 

どのくらい？ 

どうやって？ 

どのように？ 

 

○あ グループ 

（４人） 

 

 
○え グループ 

（３人） 

 

 

○い グループ 

（４人） 

 

 
○お グループ 

（３人） 

 

 

○う グループ 

（３人） 

 

 

人手不足 

特別な作り方 

手間がかかる 

高くて売れない 

蛍米の生産者(橋本さん)から情報を集めたい 

蛍米について、自分でももっと調べたい 

 



授業後の振り返り（授業者、整理会より）  ○成果 ●課題 

視点１ 本時の展開は児童の思考に沿った適切なものであったか。(プロジェクトについて) 

○プロジェクト内容が児童の意欲と合致しているため，一人ひとりが自分の意見や課題意識をもって

授業に臨めていた。 

○探究のプロセス（本時は【情報収集】）を意識した資料提示が行われており，目的が明確であるこ

とから児童が意欲的に取り組めていた。 

●議論や作業に時間がとられ，最後の振り返りが不十分であった。ねらい達成が判断できず，次時へ

のつながりがあいまいになりやすい。探究は連続した思考を大切にしたい。 

視点２ 本時における情報活用能力の育成に対する手立ては，有効なものであったか。（情報活用能

力について） 

○思考を整理するための「KJ法」や「ベン図」が子どもたちの思考を可視化する助けとなっていた。

子どもたちが主体的に分析するための，適切な手立てであった。 

○意見を共有するための ICT活用（Padletパドレット）が有効だった。 

●「根拠をもとにした議論」の設定が難しい。多様なデータや根拠となるものがあれば意見も多様化

するが，今回はデータが少なく，読み取り結果にも差異がないため，似た意見が出るばかりとなっ

ていた。 

●「経験＝情報」という認識が児童に身についていないため，出てくる根拠が乏しくなってしまっ

た。体験や経験を言語化し，情報として扱う技術を養いたい。 

指導・助言より 

成果 

〇児童主体の授業展開となっている 

教員が「どうする？」「どうしたい？」と児童に問いかけることで，子供たちの主体性を引き出す

授業構成となっていた。 

〇探究的な学びの基礎 

実際のコメ作り体験や，コメの生産量が減少しているという事実に児童自身が気付き，それを「自

分事」の課題として捉えるプロセスが，探究的な学びの基礎となっている。 

〇目標の明確化 

教員が授業のゴールや評価の場面を事前に明確に計画し，それを児童に伝えることで，目的意識

がはっきりしていた。 

課題 

●タイムマネジメント 

授業後の振り返りの時間が十分に確保できていない。振り返りが充実することで，本時の評価，次

時へのつながりの意識化につながる。時間内に書ききるマネジメントを。 

 

◎情報活用能力の育成について 

9 年間を見通した情報活用能力の育成が図られており大変良かった。今後は各教科の資質能力と関

連付けた教科横断的な探究活動，例えば国語科で分析・整理・発表などの力をつけてみら探に生かす，

などの学習活動の工夫が求められる。 



②みらい探究科 後期課程 

第８学年１組 みらい探究科 学習指導案 

 日 時：令和７年１１月１１日（火）第５限 

 指導者：武田 知亜紀 

 場 所：コミュニケーションルーム 

 

１ 単元名 キャリアプロジェクト ～私の働く意義～ 

 

２ 単元の目標  

職場体験を通して生じた関心や疑問に向き合う活動を通して，働く人々の仕事に対する姿勢や

考えを知るとともに，現代社会が抱える職業・勤労に関する問題状況を探究し，働く意義や自己

の生き方と職業との関連性を考えられるようにする。 

 

３ 生徒観 

職業や自己の将来に関する課題は，義務教育の最終段階にある生徒にとって切実かつ現実的な

課題である。本学級の生徒も,職業や自己の将来に関する課題に対して関心は高い。しかし,自己

の将来や進路に対する展望が必ずしも明確になっていない,具体的に想像できないことも多く，漠

然とした不安を抱えている生徒もいる。また，一般的な「働くことの意義」については様々な視

点から考えることができているが，我が事となっていない面もみられる。学習を通して,職業や自

己の将来に関する課題に対して主体的に取り組み,自己の将来や進路について深く考える機会に

なってほしいと考えている。 

また,探究学習のサイクルが大切だと考える。探究学習のサイクルとは生徒自身が課題を設定し,

課題解決のための情報収集,集めた情報の整理分析,まとめや発表を通して新たな課題発見につな

げていくということである。本学級の生徒は,自分の考えや集めた情報を，タブレットなどを使っ

て整理しわかりやすくまとめることを得意としている生徒が多いので，これに加えて，親和的な

雰囲気の中でまとめた内容を簡潔に発表したり，相手の意見や考えに対して共感的に話を聞いた

りすることで深い学びにつながるよう，互いのよさを感じながら自立的な議論ができるように支

援していきたい。 

 

４ 指導にあたって 

（１） 各ステージのゴールを見据えたプロジェクトの位置づけ 

本プロジェクトは，ステージⅢの前半にあたる。ステージⅡでは「社会に生きる」をテーマと

して地域の魅力や課題について探究した。特に 7年生では「石川の未来プロジェクト～よりよい

石川県とはどんなもの？自分はいつ,何をする？～」をゴールとして掲げ，身近な地域社会の課題

を我が事として捉えて発信していく生徒の姿を目指してきた。それを踏まえたステージⅢでは「未

来に生きる・世界に生きる」をテーマに設定している。第８学年では，探究課題として設定した

「職業の選択と社会への貢献，働くことの意義と自分の将来について考える」に基づき，「私たち

が直面する社会問題」をテーマに設定し，多様な視点から働くことそのものや，働く上でぶつか

ると想定される困難や社会問題に目を向け，課題解決の方法や考え方を探究していくことになる。 

なお，第９学年では，「グローバルプロジェクト」として，個人探究することとしている。これ

までの，身近な「地域」に触れるプロジェクト，地域社会の課題に取り組むプロジェクト，個の

生き方を見つめ社会課題とのつながりを意識するプロジェクトの経験を土台に，未来のよりよい

社会実現のために自分ができること，自分たちが取り組んでいかなければならないことを見つめ

ていく。市や県の課題にも視野を広げ，海外の人に向けたアンケートによってグローバルな視点

をもちつつ，よりよい社会の実現に向けて探究していく。８年生のテーマである「職業」の枠を

超えて探究することとなり，本単元における学びも踏まえ，卒業後の生徒の生き方について，さ

らに深く，多面的・多角的に，我がこととして考えていくことを目指す。 



 

（２） 探究課題の設定 

先述した通り，職業や自己の将来に関する課題とは，義務教育の最終段階にある生徒にとって

切実かつ現実的な課題である。本単元は，様々な職業や働き方について知り，生徒自身が将来ど

のような大人になりたいか，社会の中でどのような役割を果たしたいかを具体的に考えるきっか

けとなる。そして，様々な職業の具体的な仕事内容や，それらが人々の役に立っていることを学

ぶことで，多様な価値観を理解し，職業に従事する人々への敬意や感謝の念をもつことや，働く

ことがお金を得る手段だけでなく，自己成長や社会貢献，生きがいに繋がるという多面的な価値

を理解することも期待できる。 

また,探究学習のサイクルにおける課題解決に向けて,具体的な活動体験や調査活動，仲間との

真剣な対話を通して学び合うことは，生徒が自己の生き方を具体的，現実的なものとして考える

ことにつながる。このことは，自己の将来を力強く着実に切り拓いていこうとする資質・能力の

育成において,極めて重要である。さらにその中で情報を収集・分析し，仮説を立てて検証する

といったプロセスを通じて，思考力，判断力，表現力等が身につくことを期待している。 

 

（３） 探究的な学びを深める授業づくり 

  ア 情報活用能力を育む単元デザイン 

探究的な学習とするためには,学習の過程が【課題の設定】【情報の収集】【整理・分析】【ま

とめ・表現】となることが重要であり,この過程が発展的に繰り返されることが求められる。 

探究的な学習は,情報活用能力を育成すると同時に，その能力を発揮させる場にもなる。系統

的かつ計画的に情報活用能力の育成を図り,探究的な学習と児童生徒の主体的な活動を支える

ものとなることを期待する。そこで，探究１～３を以下のようにデザインした。 

 

 ■探究１：体験を通して学ぶ「働く意義」～何のために私たちは働く？～ 

職場体験をきっかけに，働くことに関する興味・関心を高める。実際に働き，様々な苦労

や成功体験を味わう中で，働くには様々な力が必要であること，働いている人たちは苦労や

工夫をしながら職能発達していることを実感していくようにする。 

探究１では，特に「課題の設定」と「情報の収集」の学習過程で重視したい情報活用能力を以

下の通り設定し，それらが発揮されることを期待した。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

課題の設定 ①働く意義について考えるために，調べ学習や職場体験学習など複数の計画を立案する。 

情報の収集 ①職場体験学習やインタビューなど，調査を設計する。 

整理・分析 ①自らの調べ学習や職場体験学習を踏まえ，批判的に考察し，判断する。 

 

■探究２：私たちが直面する社会問題～社会で自分らしく働くためには？～ 

実際に働く人々の声をきくことをきっかけに働くことを我が事として見つめつつ，就労に

関する社会問題に向き合い，自分らしく働くために必要なことは何かを考える。個人課題を

設定し，情報収集したことをグループで検討し，課題に対する理解を深めていく。 

探究２では，特に「課題の設定」と「情報の収集」と「整理・分析」の学習過程で重視したい情報

活用能力を以下の通り設定し，それらが発揮されることを期待した。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

課題の設定 ①働く意義について考えるために，調べ学習や職場体験学習など複数の計画を立案する。 

情報の収集 ②インターネットや生成 AI，書籍など情報メディアの特性を踏まえて，効果的に情報検索する。 

整理・分析 
①自らの調べ学習や職場体験学習を踏まえ，批判的に考察し，判断する。②グループで課題に対

する考えを発表する。 

まとめ・表現 ①探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。  



■探究３：卒業後の進路～卒業後の進路を考えよう～ 

卒業後の進路を考え，レポートにまとめていく。探究１・２で得た情報をもとに，自身の

職業観を見つめ直し，論理的に考えることを通して卒業後の進路について考えをまとめてい

く。 

探究３では，特に「整理・分析」と「まとめ・表現」の学習過程で重視したい情報活用能力を以

下の通り設定し，それらが発揮されることを期待した。 

学習過程 重視したい情報活用能力 

課題の設定 
②将来自分らしく働く際に直面する社会問題等や卒業後の進学先について調べるために，情報活

用の計画を立て，最適化する。 

整理・分析 ①自らの調べ学習や職場体験学習を踏まえ，批判的に考察し，判断する。 

まとめ・表現 ①探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。 

 

イ 地域の教育資源の活用 

教育資源 活用の状況 

人材 

 

職場体験先の事業所 【５月】 

・職場体験やインタビューを通して，働く意義を学ぶ。 

家族や親族などの身近

な大人 

【２学期】 

・働く意義や働くことに対する思いなどをインタビューする。 

施設 

 

ジョブカフェ石川 【２学期】 

・職業講和を聞く。ビデオ学習を行う。 

近隣の高等学校 【３学期】 

・高校見学を通して，卒業後の進路について学ぶ。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①社会に出て働くために職

業へとつながる進路選択

の情報収集が必要不可欠

であることを理解してい

る。 

  

②調査・体験活動を，目的

や対象に応じて適切に実

施している。 

 

③職場体験などを通して探

究的に学習してきたこと

は,自らの働く意義や将

来への見通しにつながっ

ていることを理解してい

る。 

①職場体験やそこで働く人との関わ

りを通して感じた関心をもとに自

分自身で課題を設定し，解決の見通

しを持っている。 

 

②課題の解決に必要なデータ等をど

のように収集するかを選択したり，

調査内容や方法等を工夫したりし

ている。 

 

③個人でデータを分類したり整理し

たり関連付けたりして分析・考察

し，さらに対話を通して考察を深

め，課題の解決に向けて取り組んで

いる。 

 

④課題に対する自分の最適解(納得

解）を，相手意識をもち分かりやす

く表現している。 

①探究活動を通して，自ら設定

した課題が，職業と自己の将

来と深く関係していること

に気づき，探究活動に進んで

取り組もうとしている。 

 

②働くことの意義と自己の将

来の生き方との関連性の理

解に向けて，自分の考えに他

者の意見を取り入れて，探究

活動に取り組んでいる。 

 

③探究活動を通して，自己の将

来の生き方について今の自

分にできることや必要なこ

とを見つけようとしている。 

 



６ 単元の探究過程 

 第８学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

キャリアプロジェクト 
～私の働く意義～ 

探究課題 
職業の選択と社会への貢献 

働くことの意義と自分の将来について考える 

単元の目標 
働く人々の仕事に対する姿勢や考えから働く意義を知り，職場体験を通して学んだ
こと及び生じた関心や疑問について探究し，職業や自分について理解を深め，自己
の将来の生き方を考える。 

月 小単元 情報活用 
関連教科等 

●教科 ○地域 
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【課】① 

 

【情】① 

 

【整】① 

 

 

 

 

 

 

【課】② 

 

 

 

 

 

 

【情】② 

 

【整】①② 

 

【ま/表】① 

 

 

 

 

 

【課】② 

 

【整】①② 

【ま/表】① 

 

 
●働くこと
の目的と意
義（学活） 
 
●職場体験
について 
（学活） 
 
●自分の適
性と進路 
（学活） 
 
○職場体験
先の方々 

 
 
○地域の事
業所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●日本の人
口（社会） 
 
○文化祭 
 
 
 
 
 
 
●高校調べ
（学活） 
 
○高校見学 
 
●情報社会
を生きる（国
語） 
 
 

育成 を
目指 す
情報 活
用能力 

【課】①働く意義について考えるために，調べ学習や職場体験学習など複数の計画を立案する。②将来自分らしく働く際に

直面する社会問題等や卒業後の進学先について調べるために，情報活用の計画を立て，最適化する。 

【情】①職場体験学習やインタビューなど，調査を設計する。②インターネットや生成 AI，書籍など情報メディアの特性を踏ま

えて，効果的に情報検索する。 

【整】①自らの調べ学習や職場体験学習を踏まえ，批判的に考察し，判断する。②グループで課題に対する考えを発表する。 

【ま/表】①探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。 

【課題設定➋】 
～社会で自分らしく働くためには？～ 

・探究１を通して考えた自分なりの「働く意義」を振り返った上で，現代社会が抱
える職業や勤労に関する問題等について予想してみる。書籍やインターネット等
から情報を集める。 

・家族や身近にいる働く大人へのインタビューを通して，働いている人が感じてい
る困り感などを知る。 

・行政の担当者等の講師から，現代社会が抱える職業や勤労に関する問題等の講話
を聞き，理解を深める。 

・ＡＬＴから外国と日本の職業観や勤労観等の違いについて講話を聞き，理解を広
げる。 

・将来，自分なりの「働く意義」を大切にしながら働く際に直面する現代社会の問
題やその背景に関して，生徒 1 人 1 人が課題を設定する。 

【情報収集➋】 
・課題解決に向けて書籍やインターネット等から情報を集める。また，講師の話や

様々な職業人へのインタビューを通して情報を集める。 
【整理・分析➋】 

・集めた情報を共通点や相違点，メリット・デメリットなどの視点から，整理・分
析し，スライドにまとめる。 

・スライドにまとめたものを発表し，課題に関して意見を出し合う。出し合った意
見を元に，課題に対する理解を深めていく。 

【まとめ・表現➋】 
・スライドにまとめたものをクラスで発表する。 

【課題設定➌】 
  ～卒業後の進路を考えよう～ 

 ・自分の職業観に合った卒業後の進路について考える。 
【情報収集➌】 
 ・卒業後の自分の進路についてインターネットや書籍を用いて情報を集める。 
【整理・分析➌】 
 ・現在考えている進路が自分の職業観に合っているか分析し整理する。 
【まとめ・表現➌】 
 ・卒業後の進路についてレポートにまとめ，クラスで発表する。 

【課題設定❶】 ～職場体験を通して，働く意義について考えよう～ 

 ・働くことの意義について，自分なりの考えを持つ。 
【情報収集❶】 
 ・職場体験先の仕事内容などをインターネットやパンフレットを用いて調べる。 

・働くことの意義について，体験先の人へのインタビューや体験を通して考えを
広げたり，深めたりする。 

【整理・分析❶】 
 ・インタビューや体験内容を踏まえ，働くことの意義について自分の考えを整理

する。 
【まとめ・表現❶】 
 ・職場体験の活動内容と整理分析を経て導き出した働くことの意義について，具

体的に記した壁新聞を作成し，クラスで発表した後，校内に掲示をする。 

今までの学びを踏まえて，卒業後はどんな進路選択をしよう？ 

探究１ 

 

働くって 

何だろう 

 

２０時間 

探究３ 

私の進路 

１８時間 

探究２ 

 

私たちが

直面する

社会問題 

 

３２時間 

 

働く意義について考えることができた。将来自分らしく働けるだろうか？ 
● Project 1 
My Dream 
(英語) 



７ 単元の指導及び評価計画（総時数 ７０時間 本時４０時） 

小単元（時間） 学習活動 

評価規準・評価方法  

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

主体的に学
習に取り組
む態度 

1 

体験を通し
て学ぶ「働
く意義」 
～何のため
に私たちは
働く？～ 
（２０） 

・働くことの意義について，自分なりの考えを持つ。   
主① 
取り組み
の姿勢 

・職場体験先の仕事内容などをインターネットやパンフレットを用いて調
べる。 

・働くことの意義について，体験先の人へのインタビューや体験を通して
考えを広げたり，深めたりする。 

知① 
取り組み
の姿勢 

  

・インタビューや体験内容を踏まえ，働くことの意義について自分の考え
を整理する。 

知② 
ワーク 
シート 

  

・職場体験の活動内容と整理分析を経て導き出した働くことの意義につい
て，具体的に記した壁新聞を作成し，クラスで発表した後，校内に掲示
をする。 

 
思③ 
壁新聞 

 

2 

私たちが直
面する社会
問題 
～社会で自
分らしく働
く た め に
は？～ 
（３２） 

・探究１を通して考えた自分なりの「働く意義」を振り返った上で，現代
社会が抱える職業や勤労に関する問題等について予想してみる。書籍や
インターネットから情報を集める。  

知① 
ワーク 
シート 

  

・家族や身近にいる働く大人へのインタビューを通して，働いている人が
感じている困り感などを知る。 

・行政の担当者等の講師から，現代社会が抱える職業や勤労に関する問題
等の講話を聞き，理解を深める。 

・ＡＬＴから外国と日本の職業観や勤労観等の違いについて講話を聞き，
理解を広げる。 

知② 
ワーク 
シート 

   

・将来，自分なりの「働く意義」を大切にしながら働く際に直面する現代
社会の問題やその背景に関して，生徒 1 人 1 人が課題を設定する。 

   
主③ 

取り組み
の姿勢 

・課題解決のための手段や方法を考える。 
知② 
スライ
ド 

  

・課題解決に向けて書籍やインターネットから情報を集める。また，講師
の話や様々な職業人へのインタビューを通して情報を集める。［Ａ］ 

 
思② 
ス ラ イ
ド 

主② 
取り組み
の姿勢 

・集めた情報をメリット・デメリットで分類，データをグラフ化するなど
して整理・分析し，スライドにまとめる。［Ｂ］ 

 
思③ 
ス ラ イ
ド 

 

・スライドにまとめたものをグループで発表し，課題に関して意見を出し
合う。出し合った意見を元に，課題に対する理解を深めていく。 
［Ｃ 中間発表］ 
※Ａ～Ｃを繰り返し行う 

 

思③ 
対 話 の
様子，ス
ライド，
ワ ー ク
シート 

 

・スライドにまとめたものをクラスで発表する。   
思④ 
発 表 の
様子 

 

3 

卒業後の進
路～卒業後
の進路を考
えよう～ 
（１８） 

・自分の職業観や勤労観に合った卒業後の進路について考える。    
主③ 

取り組み
の姿勢 

・卒業後の自分の進路についてインターネットや書籍を用いて情報を集め
る。 

 
思② 
ワーク 
シート 

 

・現在考えている進路が自分の職業観に合っているか分析し整理する。 
知③ 
ワーク 
シート 

  

・卒業後の進路についてレポートにまとめ，クラスで発表する。  
思③ 
レポ
ート 

  

 



８ 本時の学習（第４０時） 

（１）本時のねらい 

  ・個人でデータを分類したり整理したり関連付けたりして分析・考察し，さらに対話を通して考

察を深め，課題の解決に向けて取り組むことができる。   

【思考力，判断力，表現力等】 

（２）準備 学習用端末， 

（３）展開 

配時 

(分) 

主な学習活動 
Ｔ 主な発問・指示  Ｓ 生徒の反応 

・留意点 
◆評価方法  

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 前時の活動のふりかえりと本時の流れを確認する。 

T：今日は探究学習の中間発表（整理・分析）を行います。 

T：中間発表の目的は何でしたか？ 

S：中間発表を通して，今日まで調べたり学んだりしたことを

よりよく伝えます。 

S：また，発表後の話し合いを通して，課題のよりよい解決に

向けて，今後必要な取り組み目標をはっきりさせます。 

T：そうですね。そのために，対話のルールを大切にしてくだ

さいね。また，データの整理・分析の視点を意識して取り

組んでください。 

T：今日の中間発表の目的を達成するためには，発表者だけで

なく発表を聞く側も視点を大切にし，対話をしてくださ

い。 

 

 

 

T：前回の授業で，自分の探究課題と今日の目標はパドレット

にすでに入力してもらっています。それぞれ確認しておい

てください。 

T：それでは自分の目標や視点を大切にして，グループに分か

れて発表していきましょう。 

 

 

 

２．情報を整理する。分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究課題「働くなら都会と田舎のどちら？」 

（反応例） 

［参考になる点］石川県と東京都の給料の違いだけでなく，生活

費の違いのデータも比較していたので参考にしたい。 

［疑問点］石川県と東京都では就職のしやすさが違うのか，疑問

に思った。 

［アドバイス］石川県と東京都の給料の変化を 10 年くらい確認

すると今後の変化も予想できるのでは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習のめあてを

確認するとともに，対

話や議論のルール，学

習の流れを提示する。 

 

 

 

・発表する側も発表を聞

く側も視点を大切にす

ることを確認する。 

 

 

 

 

評価規準 

◆ 個人でデータを分類

したり整理したり関

連付けたりして分

析・考察し，さらに対

話を通して考察を深

め，課題の解決に向け

て取り組んでいる。

【思，判，表③対話の

様子，スライド，ワー

クシート】 

 

○〈C→B への手立て〉 

 グループ内で対話や議

論が進むように声掛け

を行い,支援する。 

  

 

 

 

・視点をもとに，良かっ

た点や疑問点，アドバ

イスを述べるように声

をかける。 

 

中間発表を通して，今後必要な取り組み目標を見付けよう 

☆グループ活動（４～５人）の流れ☆ 

①発表者，司会者の順番を決める。 

②発表を聞きながら，付箋に参考になる点や疑問点，アドバ

イスについて視点を踏まえて書き込む。 

③発表後，司会の進行のもと，付箋を渡しながら話し合う。 

・1 人あたり 5 分でローテーションする。 



 

 

 

 

探究課題「AI 化が進む社会で求められる力とは？」 

（反応例） 

【参考になる点】AI 化による仕事の変化のインタビュー記事を

複数用意し，そのすべての内容を踏まえて考察していた。 

【疑問点】将来のために，今の自分たちにできることは何かな？ 

【アドバイス】AI 化が進むメリットだけでなく，デメリットも

調べると，考察が深まると思った。 

 

 

 

・対話を通して積極的に

再思考している個人や 

視点を踏まえて対話し

ている様子などを全体

で共有し，価値づける。 

 

１０ 

 

 

 

 

３．各グループで話し合った結果，明らかになった今後必要な取

り組み目標（調べる内容）をパドレットに個人で入力する。 

 

T：今後の取り組み目標とそうした理由を何人かに話してもら

います。 

S：私の課題は「働くなら都会と田舎のどちら？」です。今回

は生活費の違いも踏まえて考察し，発表しました。次回ま

でに,実際に都会で働いた経験のある方のインタビューを

行い,意見を取り入れたいと思います。 

 

 

・ワークシートに今日の
学びを書き込む。 

     
 

（４）指導に生かす学習評価 

本時の評価規準「個人でデータを分類したり整理したり関連付けたりして分析・考察し，さらに対

話を通して考察を深め，課題の解決に向けて取り組んでいる。（思，判，表③)」については,対話の様

子と生徒が発表で使用するスライド，ワークシートから評価する。ここで注意したいのは，情報の整

理・分析の視点を大切にしているかどうかである。視点とは，①共通点と相違点を比較すること，②

時間変化，③メリットとデメリット，④データの割合やバランス，⑤結果を引き起こした原因は何か，

⑥データ同士のつながりや関係性，⑦データを集める前後で自分の考えがどのように変化したか，⑧

集めたデータは自分の探究課題の解決に適合しているか，などである。 

まず，発表する側の生徒を評価する際，「データを分類したり整理したり関連付けたりして分析・考

察することができている」ならば「おおむね満足できる」状況（B）と判断することができる。さらに

「周りの生徒からのアドバイスを踏まえ，より深い分析や考察ができている」生徒や「データを分類

したり整理したりする中で複数の視点から多角的に考察し，我がこととすることができている」生徒

は「十分満足できる」状況（A）と判断することができる。一方，「情報が整理・分析できていない,

できていてもスライドにまとめることができていない」生徒は「努力を要する」状況（C）と判断し,

課題解決のために必要なデータの確認や集めたデータの整理の支援を行う。 

また, 発表を聞く側の生徒を評価する際，「発表者に対して，視点を踏まえて参考になる点やアドバ

イスを記入している」ならば「おおむね満足できる」状況（B）と判断することができる。さらに「発

表者に対して，視点を踏まえつつ，自分の考えを記入できている」ならば，十分満足できる」状況（A）

と判断することができる。一方，「発表者に対して，参考になる点やアドバイスを述べることができて

いない」「感想のみを述べている」ならば，「努力を要する」状況（C）と判断し,視点の確認などの支

援を行う。 

 



（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

                               良い例の紹介 

                               ・ 

                               ・ 

                               ・ 

                               ・ 

 

 

 

 

（６）ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆グループ活動（４～５人）の流れ☆ 

①発表者，司会者の順番を決める。 

②発表を聞きながら，付箋に参考になると思

った点や疑問点，アドバイスを視点を踏ま

え書き込む。 

③発表後，司会の進行のもと，付箋を渡しな

がら話し合う。 

・1人あたり 5分でローテーションする。 



授業後の振り返り（授業者，整理会より） 

 視点１ 本時の展開は児童の思考に沿った適切なものであったか。(プロジェクトについて) 

○グループの発表場面で，生徒同士のコメントに「具体的な数値があるとよい」「参考文献を示す必

要がある」など内容をより良くしようとする前向きなものが見られた。 

○自分の資料を見ながら説明したり，データを基に考えをまとめたりする姿から，探究を通して考え

が深まっている様子がうかがえた。 

○30 分間のグループワークを円滑に進めようとする姿が全員に見られ，疑問点が出ない場合にも「何

か質問やアドバイスを」と声をかけ合うなど，対話を大切にし，主体的に取り組む姿勢がみられた。 

●グループによって，発話の量や対話を通した思考の深まりに差が見られた。発表を相互交流の場に

するための視点を，十分共有する必要がある。 

●他者の発表を聞いて，自分の学びを振り返る場面を，今後さらに意識して設定していきたい。 

視点２ 本時における情報活用能力の育成に対する手立ては，有効なものであったか。（情報活用能

力について） 

○付箋を用いた活動により，自分の考えや疑問を整理し，互いに伝え合うことができた。 

○本時までに，アドバイスの視点の紹介，話し合いの様子の参観，協議を円滑に進めるための方策

などの指導を働きかけたため，生徒から，数値やグラフなどのデータ，データを整理・分析する

上での視点，参考文献といった根拠に基づき意見を述べようとする姿が見られた。 

○意見を共有するための ICT活用（Padletパドレット）が有効だった。 

●付箋の内容は「事実の確認」が中心となる場面も見受けられた。課題の改善につながる，生徒同

士の問いを引き出す必要がある。 

●情報をどのように整理し，考えをまとめたのかを共有する機会を設けることで，情報活用の学び

をより深めていきたい。 

 

指導・助言より 

成果 

〇探究的な学びの実現 

課題に対して必要な情報を集めるだけでなく，数値やグラフ，参考文献の妥当性に目を向けなが

ら考えを深める姿が見られ，調べ学習にとどまらない探究的な学びが実現していた。 

○協動的な学びの実現 

発表に対して質問や助言を行う活動を通して，自分の考えを見直し，改善しようとする姿が見ら

れ，探究の過程における思考の変容が促されていた。グループでの対話を通して，課題に主体的に

向き合う学習の姿が見られた。 

○情報活用能力の育成 

情報を整理・分析し，自分の考えとして表現する活動を通して，情報を活用して考える力が育成

されていた。 

課題 

●はたらかせたい見方・考え方を明確 

協動的な学びの中で生徒にはたらかせたい見方・考え方を明確にし，それらを意識的に用いた対

話や思考を促していく。 

●生徒主体の授業づくり 

課題が生徒にとって「自分ごと」として捉えられるよう，生徒が主体となって学びを進める授業

づくりを行っていく。 

◎情報活用能力の育成について 

目的に合った情報の選び方や，数値・グラフ・参考文献を根拠として活用する意義を丁寧に指導

し，問いや振り返りを通して，情報を考えるために使う力を高めることが求められる。 



③外国語科 みら探英語 

  第６学年１組 外国語科学習指導案 
日 時：令和７年９月１２日（金）第５限 

指導者：畠山 祐輔  

Hannah Griffith（ALT） 

場 所：コミュニケーションルーム  

 

１ 単元名   Unit2 Welcome to Japan – Introducing SHOTO’s 魅力  

日本の文化と松東の魅力を紹介しよう！      (MITSUMURA TOSHO) 

 

関連する領域別目標 

「聞くこと」 

イ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，具体的な情報を

聞き取ることができるようにする。 

「話すこと〔発表〕」 

ウ 身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを，

簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。 

 

２ 単元の目標 

日本の行事や松東地区の良さが伝わるように，行事やそのときにできることを聞き取ったり，伝

えたりすることができる。               

 

３ 単元の評価規準  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉in（季節），we have/ 

you can see/eat/visit/enjoy

などの表現や関連語句を理解

している。 

〈技能〉日本の行事やそのとき

にできることについて聞き取

る技能を身に付けている 

日本の行事や松東地区の良さ

がわかるように，行事やそのと

きにできることなど具体的な

情報を聞き取っている。 

日本の行事や松東地区の良さ

がわかるように，行事やその

ときにできることなど具体的

な情報を聞き取ろうとしてい

る。 

話
す
こ
と
（
発
表
） 

〈知識〉in（季節），we have/ 

you can see/eat/visit/enjoy

などの表現や関連語句を理解

している。 

〈技能〉日本の行事やそのとき

にできることについて話す技

能を身につけている。 

日本の行事や松東地区の良さ

が伝わるように，行事やそのと

きにできることについて，簡単

な語句や基本的な表現を用い

て，自分の考えや気持ちなどを

話している。 

日本の行事や松東地区の良さ

が伝わるように，行事やその

ときにできることについて，

簡単な語句や基本的な表現を

用いて，自分の考えや気持ち

などを話そうとしている。 

 

４ 指導に当たって  

（１） 教材観 

本単元は，日本の行事の良さや松東地区の魅力がわかるように，行事やできることを伝え合う活動

を通して，自分の考えや思いを英語で伝え合うことをねらいとしている。実際に，ALT の先生に日本

の行事を紹介することや，小松に住む外国の人に松東地区の魅力を紹介することといった具体的なゴ

ールを設定することで，発表に向けて自分の班のメニューの良さが伝わるように表現を工夫したり，

質問したりする必然性が生まれると考えられる。また，発表の練習を通して，それらの表現について

理解することができる。 



 

（２） 児童観 

児童はこれまで，自己紹介や自分の 1日について伝える活動を通して，全体に向けて発表する場面

を何度か経験してきた。スピーチに抵抗のない児童は，ジェスチャーを交えたり，聞き手を意識した

りして話すことができるようになってきている。しかし，そのような児童はまだ多くはなく，英語に

対して苦手意識を持つ児童も一定数いる。 

 

 

（３）指導観 

本単元では，Unit2「Welcome to Japan」の学習を通して，日本の文化や地域の魅力を英語で伝

える力を育てることを目指している。身近な文化や学校・地域のよさを見つめ直し，それをどのよ

うに外国の人に伝えるかを考える中で，自分の気持ちや考えを英語で表現する力を養っていく。実

際に外国の人に伝えるという機会があることで，児童は英語を使う意味や必要性を強く感じ，自分

の言葉で伝えたいという気持ちが高まる。こうした実感を伴った学びを通して，英語で伝える力を

育てていくことをねらいとしている。 

中でも本授業では，「ALT に日本の文化を伝える」という活動を基盤とし，みらい探究科で調べ

た松東の魅力を紹介する活動へと発展させていく。児童が英語を使う必然性を感じながら，具体的

なゴールに向かって主体的かつ意欲的に練習に取り組み，自分なりに表現を工夫する姿を引き出す。

最終的には，外国の人に松東の魅力を英語で堂々と伝えようとする姿を目指す。 

 

５ 単元の指導・評価計画（総時数９時間）○指導に生かす評価 ●記録に残す評価 

次 目  標 主な学習活動 知技 思判表 態度 

一
（
１
） 

本単元のゴールを知

り，日本の行事やその

ときにできることに

ついてのおおよその

内容を理解すること

ができる。 

Let’s Sing  

Small Talk【Let’s talk about the events.】 

Story【ニックたちがアーシャに日本の行

事を紹介する。】 

アニメーションを視聴して，場面と話題

をとらえる。 

○聞   

二
（
２
） 

季節ごとの行事を伝

える言い方を知り，聞

き取ることができる。 

Let’s Watch  

Let’s Listen 

 季節ごとの行事についての会話から話題

になった行事を聞き取る。  

○聞 

 
  

季節ごとの行事を伝

えることができる。 

Let’s Try 

好きな季節と行事を伝え合い，クラスで 1

番人気がある季節と行事を知る 

●聞 

（行動観

察・ワーク

シート） 

  

三
（
２
） 

日本でできることを

伝える言い方を知る

ことができる。 

Let’s Watch  

アニメーションを視聴して，できることを

伝える表現を確認する。 

○話   

日本でできることを

伝えることができる。 

Let’s Try 

・グループになって，日本でできることを

紹介し合う。 

・自分が紹介したことを文に書く。 

●話 

（行動観

察・ワーク

シート） 

  



四
（
４
）
み
ら
探
英
語 

ALT に松東の魅力が

伝わるように発表の

準備をすることがで

きる。 

Let’s Try 

・みらい探究科の学習で自分たちが調べて

きたことをプレゼンテーションソフトに

まとめる。 

 

○話 

（行動観

察・ワークシ

ート） 

○話 

（行動観

察・ワーク

シート） 

ALT に松東の魅力が

伝わるよう松東でで

きることや自分の考

えや気持ちを伝える

ことができる。 

Let’s Try 

・発表の練習をする。 

・ALT に質問したり，調べたりして発表内

容を完成させる。 

・完成した人から練習をする。 

 

○話 

（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

ALT に松東の魅力が

伝わるよう松東でで

きることや自分の考

えや気持ちを伝える

ことができる。 

Let’s Try 

・魅力が伝わるように，発表の練習をする。 

・ALT に聞いてもらったり，別のチームと

発表し合ったりする。 

・よりよい発表になるように工夫する。 

 

●話 

（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

ALT に松東の魅力が

伝わるように，発表す

ることができる。 

Let’s Try 

・自分が調べた松東の魅力を ALT に伝え

る。 

 

 

●話●聞 

（行動観

察・ワークシ

ート） 

●話●聞 

（行動観

察・ワーク

シート） 

 

６ カリキュラム開発研究 みらい探究科との関連 

本校は小松市指定研究「未来の学びづくり研究事業」を受け，問題発見・課題解決能力の育成を

目指し，総合的な学習の時間を「みらい探究科」と設定しカリキュラムの創造・実践を行っている。

その一環として，みらい探究科の授業と教科の系統やつながりを意識した授業づくりを進めている。

特に英語科との関連は，グローバルに他者と協働しながら自己の資質・能力を発揮していける人材

を育成するには不可欠である。 

そこで，みらい探究科と英語科の関連を強めた学び＝「みら探英語」の時間を設定する。英語科

の言語活動の内容をみらい探究科の内容の一部とリンクさせることにより，グローバルな視点が加

わり，英語で考える・表現するという，より主体的で意味のある必要感のある学びになると考える。

同時に，国際的な感覚や多様な価値観に触れる機会を増やすことで，視野が広がり，課題に向き合

う力や探究的な学びの質の向上が期待できる。 

  なお，単元計画に示した色付きの部分が，本校における「みら探英語」の授業である。４次では，

みらい探究科で調べた松東の魅力を ALT に紹介する活動を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ みらい探究科 単元の探究過程 

 第６学年 みらい探究科  探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

町づくりプロジェクト 

 ～松東地区の魅力発見！活性化！～ 

探究課題 魅力ある町づくりや地域活性化のために取り組んでいる地域や組織（町づくり） 

 
単元の目標 

魅力ある町づくりのための調査・分析・表現を通して，課題解決能力や情報活用能力を養
うとともに，松東地区の魅力を発信し，活性化を考える活動を通して，社会を支える一員
となるための資質・能力を身に着けることができるようにする。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 

●教科 ○地域 

 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

7 

 

 

 

9 

 

 

10 

 

 

11 

 

12 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

  

 

【課】① 

 

【情】① 

 

 

【整】① 

 

 

 

【課】② 

 

【情】① 

 

 

【整】② 

 

 

 

 

【ま表】

①② 

 

 

【整】③ 

【ま表】

③ 

●地域の施設を

活 用 し よ う

（国語） 

 

●情報と情報を

つなげて伝え

る時（国語） 

 

●国の政治の仕

組 み と 選 挙

（社会） 

 

 

●子育て支援の

願いを実現す

る政治（社会） 

 

●私たちにでき 

ること（国語） 

 〇地域の人へ

の聞き取り 

・波佐谷方面 

・金野方面 

・西尾方面（ス

クールバス利

用） 

 

●資料の調べ方

（算数） 

 

●利用案内を読

もう（国語） 

●調べた情報の

用い方（国語） 

●日本文化を発

信しよう（国

語） 

育成を目指す
情報活用能力 

【課】①問題解決のために必要な情報活用の計画を立てる ②松東地区の問題を焦点化しゴールを明確にする  

【情】①インタビュー調査やフィールドワークによる情報の収集と検証を理解する  

【整】①関連付ける，多面的多角的にみる，見通す，などの技法を適切に選択・活用し，松東の町づくりについて関わりを 

もつ ②他の市町との相違点や類似点，規則性を見つけ，松東地区への転用や応用を意識しながら解決策を考

察する ③批判的に考察しようとする 

【ま/表】①相手に伝わるプレゼンを考える ②複数の情報を組み合わせて表現する ③聞き手とのやり取りをつくる 

探究１ 

 

松東地区

の魅力あ

る町づくり

を探ろう 
 
２５時間 

探究 2 

 

松東地区の 

魅力ある町

づくりについ

て発信しよ

う 
 

２５時間 

探究 3 

町づくりのた

めに，自分た

ちにできるこ

とを考えよう 

２０時間 

【課題設定❷】松東地区の魅力を伝えるための方法を考え，発信しよう 

 

【情報収集❷】現地に足を運び，インタビューや撮影を記録しよう 

・だれに発信するのか考えたり，どんな方法があるか調べたりする。 

・日本だけでなく，外国の方にも伝えることができることを知る。   

・ALT の先生や外国の人に松東の魅力を発表する。 

・もっとくわしく調べ，そのお店や地域の人々の想いも聞き取る。 

【整理・分析❷】３地区を比較しながら，それぞれの人の想いにも焦点をあ
て魅力を整理する。 

 食べ物スポット  蛍米，穀雨，村田とうふ，ビュッフェせせらぎ  

赤瀬さるなし，オーフ etc 

  自然スポット   十二ケ滝，水芭蕉，千恵子桜，かなんぼ山，西俣キャ
ンプ場，大倉岳スキー場 etc 

 文化・芸術家スポット 徳田八十吉陶房，観音下石切り場，大杉ミュージ
カルシアター，遊墨民カズ，鷹匠 etc 

【まとめ･表現❷】松東地区の魅力を世界中の人に発信しよう。  

・ＰＲ動画を作り，石川県の人，日本中の人，世界に向けて松東の魅力を発
信する。 

 

         

 【課題設定❸】観光プランを考えて，お客さんを呼ぼう！ 

 

 

【情報収集❸】 観光プランをつくるために必要な情報を調べる。 

 

【整理・分析❸】方法を決定し，発信の準備をする。 

 

【まとめ･表現❸】パンフレットを作って，地域の人に発信する。 

魅力を発信することができたぞ。松東地区がさらに活性化するために何かしたいなあ。 

【課題設定❶】松東地区にしかない自慢の魅力を調べよう 

     ・食べ物＆特産品スポット，自然スポット，歴史スポット，文化
芸術スポットについて調べる 

     ・他の地区や外国と比べてどんな良さがあるのか調べる。 

【情報収集❶】３つの地区に分けて，情報を集めよう 
     ・旧波佐谷小・旧金野小・旧西尾小地区に分けて分担を決める 

     ・ウェブ検索，図書資料，聞き取り活動で詳しく情報収集する 

【整理・分析❶】見つけた魅力をシートにまとめよう 

【まとめ･表現❶】地区ごとの自慢の魅力を発表し合い，ふるさとの良さを交
流しよう 

  

 

 

松東地区には素敵な魅力がたくさんあることがわかった。たくさんの

人にこの魅力を伝えたいな。 

 ２年生の町たんけんで見つけた「町のすてき」をもっと詳しく追求して，今以上にふ

るさとを好きになりたいな。その魅力をもっとたくさんの人に知ってもらいたいな 
 

●U2 
Welcome 

to Japan 4
次 
（外国語） 



８ 本時の授業（第８時/総時数９時） 

（１） 本時のねらい 

松東地区の魅力が伝わるように，松東でできることや自分の考えや気持ちを伝えることができる。                          

【思考力，判断力，表現力等】 

（２）準備・資料等 

  学習用端末 大型テレビ 

 

（３）本時の展開 

配時 学習活動   ・指導上の留意点  ◆評価【観点/方法】 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．Greeting 

・英語で挨拶をする。  

 

２．Today’s Goal 本時の課題を確認する。 

 

 

 

３．Let’s Listen and Review 

・ハンナ先生の発表を聞いて前時の復習をする。 

Welcome to Roseville. 

You can visit ~. 

You can eat~. 

I like~. 

・ペアで今日の気分を聞き合う。よりよ 

いコミュニケーションをしているペ

アを見つけ，全体に紹介する。 

・教室全体をよく見て，適切なコミュニ 

ケーションがとれているか見取り，指 

導する。 

・前時までに学習した表現を復習する。 

・ALT の発表を聞いたあとに，松東でで

きることを隣の人と発表し合う。 

・質問ができる人は相手に質問して，内

容がより深まるようにする。 

・自分の考えや気持ちを伝えることがで

きるように，自分と ALT の発表の違

いを考えながら聴くようにする。 

10分 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

４．Let’s Try 

・ペアで発表を見せ合う 

・質問をする。 

 

５．Let’s Listen 

グッドモデルの発表を見て気づいたことを話し

合う。 

・今までに学習してきた表現を使っているよ。 

・I like ～. で好きを伝えている。 

・It’s ～. を使っている。 

 

 

 

 

６．自分の発表がよりよくなるように表現をつけ

足したり，練習したりする。 

・I like ～. を使おう 

・It’s ～.  で自分の考えを入れよう。 

・もっと食べ物のことを伝えたいな。 

・You can see~で言えることもつけたしたいな。 

・ハンナ先生とジェニカ先生とで伝える内容をか

えたいな。 

・時間内でよりたくさんの人と練習でき

るように声をかける。 

・何のためにペアで交流するのか，この

活動の意図を明確にして，意味のある

交流にする。 

・完璧な英語でなくてもいいこと，コミ

ュニケーションを取ろうとする意欲

を大切にすることを伝える。 

・子どもからの質問は全体に共有して，

全員で発表をよりよくする雰囲気を

作っていく。 

・グッドモデルと自分の発表の違いか

ら，できること以外の表現を使ってい

ることに気付くようにする。 

 

・相手意識と目的を明確にして，発表を

完成させる。 

・思考を整理するために発表メモを作っ

てもいいことを伝える。 

 

 

 

【松東地区でできることを伝えよう！】          



10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．タブレットで自分の発表を撮影し，発表ノー

トで提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

８．ふりかえりをする。 

・自分の気持ちや考えが伝わるように発表の内容

を考えることができた。 

◆松東地区の魅力が伝わるように，松東

でできることや自分の考えや気持ち

を伝えている。                   

【思考・判断・表現/ワークシート・行動

観察】 

・タブレットで自分の発表を撮影し，そ

の映像を客観的に振り返ることで，自

分の発表の改善点を見つけ，次時に生

かす。 

・今日のやりとりの中で，自分が 1番紹

介したいことは何か考えさせる。 

・授業の最初と比べて何が変わったのか

を意識して書けるように伝える。 

 

９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜松東地区でできることを伝えよう！＞ 

 

① Greeting 

② Let’s Listen 

③ Let’s Try（みんなで練習） 

④ まとめ（動画をとる） 

⑤ ふりかえり 

Welcome to Shoto! 
You can visit ~ 
You can eat~ 
I like…. 
You can visit~ 
You can see~ 
It’s ~. 

see 

eat enjoy 

visit 



指導・助言より 

成果 

 

〇単元のゴール設定が適切であり，その目標に向かって子どもたちが意欲的に学習に取り組んでいた。 

〇子どもたち同士が質問し合う姿が見られ，これまでの授業の積み重ねの中で「質問する」ことを大

切にしてきたことが伝わってきた。それに向けて，教師が継続的に問い返しや対話の場を設定して

きた成果であると感じられた。 

課題 

 

●スモールトークの場面で，「What food do you like in Komatsu?」という質問文を教師が提示し

ていたが，それは必要ではない。「Today’s topic is Komatsu food.」と話題だけを提示すれば

十分であり，そこから子どもたちが自由に会話を広げていける時間を，スモールトークの段階から

つくっていくことが大切である。 

 

●導入で教師が「I like ～.」「It’s ～.」という表現のお手本を示したことで，子どもたちは「この表

現を使わなければならない」と受け取り，結果として全員が同じ表現を用いていた。子どもたちが

本当に伝えたいことや，自分にとって必要な表現を考えるためには，最初に表現を限定して示すこ

とは控える必要がある。英語の見方・考え方をはたらかせる授業にするためにも，子ども自身が表

現を選び，試行錯誤できる余地を保障することが求められる。 

授業後の振り返り（授業者，整理会より）  ○成果 ●課題 

 

授業者のふりかえり 

〇みら探の学習で調べた「松東の魅力」を ALT に伝えるというゴール設定がよかった。単元を通

して，子どもたちは相手意識をしっかりともち，目的をもって前向きに学習に取り組む姿が見ら

れた。 

 

〇英語で松東の魅力を伝え合う活動を通して，学習者の考えが次第に変容していく姿が非常に印象

的であった。みら探の授業中には「私は絶対にこのお店を紹介する」と決めていた児童が，英語

で表現していく過程で「やっぱりこのお店も紹介したい」と考えを広げていく姿が見られた。英

語という言語を通すことで，自分の考えを見つめ直し，深めていく様子から，みら探×英語のよ

さを強く感じた。第２言語を学ぶ意味を実感できる実践となった。 

 

〇本単元では「質問すること」を大切にしてきた。質問し合い，それに答えることで，自分の考え

を再構築していくことをねらいとした。程度の差はあるものの，質問を通して考えを深めたり，

相手の考えを取り入れたりできるようになった児童が見られ，子どもたちの成長を感じることが

できた。 

 

●一方で，教師が学習のレールを引きすぎてしまった場面もあった。子どもたちは，もっと自分で

考え，自分なりの言葉で英語を使って発信する力をもっていたと感じる。今後は，教師が支援し

すぎず，子どもが試行錯誤しながら表現をつくり上げていく時間をより大切にしていきたい。 



 第１学年 みらい探究科  探究過程 【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 
なかよしプロジェクトⅠ 
～あきとなかよしになろう～ 

探究課題 秋探しと自然を生かした遊びづくり（環境） 

※本単元は，第３学年「自然と友だちプロジェクト」との活動内容の関連があり，探究活動の基盤になるものである。 

単元の目標 
秋の自然を見つけたり遊んだりする活動を通して，秋とその他の季節との違いや特徴を見つけ
たり，遊びや遊びに使うものを工夫してつくったりするとともに，季節の変化を取り入れ自分
の生活を楽しくしたり，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができる。 

月 小単元  情報活用 
関連教科等 
●教科 ○地域 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

【思】❶ 

 

【活】❶ 

 

 

 

 

【伝】❶ 

 

 

 

【思】❷ 

 

【活】❷ 

 

 

 

 

 

 

 

【思】❸ 

 

【活】❸ 

 

 

 

 

【伝】❸ 

 

●しらせた

いな，見

せたいな

（国語） 

●秋を見つ

けよう

（生活） 

○木場潟公園 

 

☆色遊び 

（GT） 

 

☆形遊び 

（GT） 

 
●おちばや

木のみで

つくろう

（生活） 

●つくった

おもちゃ

であそぼ

う（生活） 

 

●こすりだ

しからう

まれたよ 

（図工） 

 

●つくって

へんしん

（図工） 

 

●ふわっふ

わっゴー

（図工） 

 

●てがみで

しらせよ

う（国語） 

○松東こど

も園の年

長児及び

保育士 

育成を
目指す
情報活
用能力 

【思】❶秋探しで見つけたものを使って，どんな遊びができるか疑問をもつ。❷自分たちが体験したおもちゃを年長さんに楽しんでもら
う。❸秋まつりにするにはどんなことが必要か疑問をもつ。 

【活】❶春や夏の写真と秋探しの写真を比べて季節による違いや，どの順序で変化したのか理解する。❷友だちのおもちゃや遊び方
との違いを見つけ，より楽しく遊べるポイントを集める。❸他のグループの説明動画と比較して分かりやすくする工夫を見つける。 

【伝】❶秋探しでみつけたことを自分の言葉で，簡潔に発表する。❸自分の言葉で説明の台本を書いたり，画角を工夫したりして，わ
かりやすい動画にする。 

探究 3 

 

みんな
であき
をたの
しもう 
 
７時間 

探究１ 

 

あきさが
しをしよ
う 
 
４時間 

【思いや願いをもつ❶】「秋探しをしよう」   
          ・写真をもとに「なつとともだち」の活動を思い出し，夏と秋 

の違いを予想して「秋探し」の視点をもつ。 
【活動や体験をする❶】「春や夏の様子とくらべながら，秋探しを楽しもう」 

・木場潟公園に出かけ，秋の植物や生き物に関心をもち，諸感覚を使
って秋らしさを感じ取る。（見た目の変化，気温の変化，動植物の
変化等） 

【感じる・考える❶】 「落ち葉や木の実などを集めたものの，色や形の面白さや特徴  
を見つけたりしよう」 

・秋の自然物の特徴を見つける。 
・見つけた秋や体験して楽しかったことなどを発見カード等に表す。 

【伝え合う❶】 「秋探しで見つけたことを紹介し合おう」  
        ・夏と秋を比較して発見したことを友達や ALT と伝え合う。 
        ・ALT から色や形の英語の表現を教わったり，外国の秋の様子について聞

いたりする。 
        ・活動を振り返り「もっと秋で遊びたい」と願いをもつ。 

  

【思いや願いをもつ❸】「年長さんに喜んでもらえるような秋まつりをひらこう」 

          ・楽しかったおもちゃを，年長さんにも楽しんでもらうにはどうすれ

ばよいか話し合う。 

【活動や体験をする❸】「コーナーやルール，約束づくりをしよう」 

 ・コーナーづくりをする。・ルールや約束を決める。・役割分担をする。 

・各コーナーで遊び，年長さんがより楽しむにはどうしたら良いか改善

策を考える。 

【感じる・考える❸】「遊び方を伝える動画をつくろう」 

 ・説明する台本を書いて，伝わるかどうか友だちにきいてもう。 

・動画を撮影し，見直したり他のグループのものと見比べたりし 

てわかりやすい動画になるよう試行錯誤する。 

【伝え合う❸】 「秋まつりを通してみんなで秋を楽しもう」 

 ・こども園の幼児（年長さん）を招待し，秋まつりをひらく。 

 ・活動をふり返る。 

        ・「ALT や他の学年にも遊んでほしい」という思いをもつ。 

【思いや願いをもつ❷】「秋の自然物を使って飾るものや,遊べるものを作って遊ぼう」 
          ・秋で見つけたものを使って，作りたいものややってみたいことにつ

いて友だちとアイディアを出し合う。 
          ・担任の先生や ALT に，どんなことをしたことがあるか聞いてみる。 
【活動や体験をする❷】「何を作りたいか考えよう」 

・図鑑や本で調べたり，相談したりしながら，作りたいもののイメー
ジをもつ。 

【感じる・考える❷】 「飾るものや遊ぶものを作ろう」 
・いろいろ試しながら，飾るものや遊ぶものを，ALT を交えて工夫       
して作る。 

【伝え合う❷】 「作ったものを使って遊ぼう」 
・作ったものや発見したものを紹介し合いながら，楽しく遊ぶ。 
・活動をふり返り「年長さんを招待して秋まつりをひらきたい」等という思
いを引き出す。 

見つけた秋で遊びたいな。 

探究 2 

 

みつけた
あきであ
そんでみ
よう 
 
４時間 

 秋の校庭や学校の外を歩いてみよう。どんな発見があるかな。 

もっと秋を探しに行きたいな。楽しかったことを伝えたいな 

 
 

年長さんを招待し，みんなで協力して秋まつりをひらこう 



 

 

 

 

 

 

第１学年  みらい探究科における指導と評価の計画【資料 3-2】 

単元名 なかよしプロジェクトⅠ ～あきとなかよしになろう～ 

単元の目標 

秋の自然を見つけたり遊んだりする活動を通して，秋とその他の季節との違いや特徴を見つけ

たり，遊びや遊びに使うものを工夫してつくったりするとともに，季節の変化を取り入れ自分の生

活を楽しくしたり，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができる。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①校庭や公園の秋の自然の様子

や特徴，夏から秋への移り変わ

りに気づいている。 

②秋の自然物を生かした飾るもの

や遊ぶものをつくるために図鑑

や本などを用いて調べている。 

③遊びには約束やルールが大切

なことやそれを守って遊ぶと楽し

いことに気づいている。 

①楽しみたい遊びを思い描きながら，校

庭や公園の秋の自然の中から遊びに

使うものを選んでいる。 

②諸感覚を生かして，校庭や公園の秋

の自然に関わっている。 

③自分たちが作成した飾るものや遊ぶも

のをよりよく楽しむためにはどうしたらよ

いか，改善した遊びの約束やルールな

どを考えている。 

④遊びを工夫したり，友達と楽しく遊んだ

りしたことを振り返り，表現している。 

①秋の自然を楽しみたいという

思いや願いをもって，校庭や公

園の秋の自然と繰り返し触れ

合おうとしている。 

②校庭や公園の秋の自然の様

子や特徴に応じながら，それら

と関わろうとしている。 

③みんなで遊ぶと生活が楽しく

なることを実感し，毎日の生活

を豊かにしようとしている。 

指導と評価の計画       

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 あきさがしをしよう（４） 

・秋について知っていることや園などで経験

したことのある遊びなどを出し合う。 
      

行動観察 
発言 

・校庭や公園などで秋見つけをする。     ① 
行動観察 
発言 

・公園などで見つけた秋の様子や特徴，夏

からの移り変わりについて，気づいたことを

自分なりの方法で表している。 

① ②   
行動観察 
発言 

2 

みつけたあきで 

あそんでみよう 

（４） 

・図鑑や本で調べたり，相談したりしながら，

つくりたいものを考える。 
② ①   

行動観察 
発言 

ワークシート 

・秋の自然や身近にあるものを利用して，遊

びや遊びに使うものを工夫して作ったり，作

ったもので遊んだりする。 

  ④ ② 

行動観察 
発言 

ワークシート 
表現物 

3 
みんなであきをたのしもう 

（７） 

・役割分担をしてコーナーづくりやルールづく

りをする。 
  ③   

行動観察 
発言 
表現物 

・「あきまつり」を開いて，みんなで楽しく遊

ぶ。 
③     

行動観察 
発言 

・これまでの活動をふりかえり，秋の思い出

や秋の自然と自分との関わりなどについて，

言葉や絵で表現したり，伝え合ったりする。 

    ③ 
行動観察 
発言 

ワークシート 



【思いや願いをもつ❶】「町たんけんに出かけよう」 
・町の人や場所，建物などの情報を集める。 
・ALTの育った町について聞く。 
・家の人や近所の人などにも聞く。 
・集めた情報をカードにまとめ，友達に教える。 

【活動や体験をする❶】「どこに行くか 考えよう」 
・探検する方面や場所を決める 

（波佐谷・瀬領方面／金平・西尾方面／大野・五国寺方面） 
【感じる・考える❶】「たんけんに出かけ，町のすてきを見つけよう」 

・すてきを感じるもの（木，岩，自然，場所，建物）を見つける。 
【伝え合う❶】「見つけたすてきを 伝えよう」 

・見つけた「町のすてき」をマップに表す。 
（お店や公民館などの施設，生きものや山，川など 
の自然の分布） 

・もっと知りたいことをワークシートに書く。 
・ALTから昆虫や動物の英語を教わったり，それら
の鳴き方を聞いたりする。 

 

  第 2 学年 みらい探究科  探究過程 【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 
なかよしプロジェクトⅡ 
～町になかよしの輪をひろげよう～ 

探究課題 町探検とそこに住んでいる人々とのつながり（町づくり） 

 
単元の目標 

町の自然，人々，社会，公共施設などに関心を持ち，調べたり，体験したり関わったりす
る活動を通して，町のすてきなところやそこに住む人々の温かさに気づくとともに，進ん
でふれあい交流しようとする。 

月 小単元  情報活用 
関連教科等 

●教科 ○地域 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

【思】❶ 

 

 

 

【活】❶ 

 

【感】❶  

 

 

 

 

 

 

 

【思】❷ 

 

 

【活】❷ 

 

 

【感】❷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【伝】❸ 

 

 

○波佐谷方面周辺，

瀬領防災倉庫周辺

(スクールバス) 

○金野町散策，金平

公民館周辺，旧西尾

小学校周辺（スクー

ルバス） 

 

 

 

 

 

 

 

●メモをとると

き(国語) 

●こんなもの，見

つけたよ(国語) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●おもちゃの作

り方をせつめい

しよう（国語） 

 

○お世話になっ

た地域の方 

育成を目指す
情報活用能力 

【思】❶町たんけんを通し，町について興味をもつ。 ❷インタビュー通し，町について興味をもつ。 

【活】❶ ・町たんけんの中で見たことや聞いたことを情報としてとらえる。 ・町ごとの共通点や相違点に気づく。 

【感】❶町たんけんで分かったことを，簡単な絵や図にまとめる。❷気づいたことの中から，表や思考ツールを使って伝え

たいことを分類する。 

【伝】❸ ・伝わりやすい発表の方法を選択する。 ・相手が理解できるような言葉や写真を使ってプレゼンをする。 

 

 

探究１ 

 

あきをさが
しにいこう 
 
 4 時間 

探究 2 

 

町のことを
もっと知ろ
う 
 
 10 時間 

探究 3 

 

町のすてき
を伝えよう 
 
 ５時間 

【思いや願いをもつ❷】「もう一ど 町たんけんに出かけたいな」 
・グループや方面ごとに，出かける計画を立てる。 
・知りたいこと，聞きたいことを明確にする。 
・インタビューの練習をする。 
・ほかの先生や ALTに，どんなことを知りたいか聞い
てみる。 

【活動や体験をする❷】「もう一ど 町たんけんに出かけよう」 
・インタビューをして詳しく知る。 
・町の人たちと，もっと仲良くなる。 

【感じる・考える❷】「わかったことやさらに見つけたすてきをまとめよう」 
・紙に絵や文章でまとめたり，スライドに写真や言葉でまとめたりする。 
・気づいたことの中から，Xチャートや Yチャートを使って伝えたいことを分類する。 

【伝え合う❷】「わかったことを 伝えたいな」 
・グループごとに交流する。 

 
 
 

 

  

【思いや願いをもつ❸】「お世話になった人やお家の人に伝えたいな」 
・どなたを招待するか考える。 

【感じる・考える❸】「どんなふうに伝えようかな」 
・見せ方や話し方の工夫を考える。 
・出会った人々のよさも伝える。 

【伝え合う❸】「『町のすてきを伝えよう』発表会を開こう」 
・会場の準備をする。 
・グループごとに発表する。 
・学習のふり返りをする。 

他の人にも，町のすてきを伝えたいな。 

もっと知りたいな。もっと聞きたいな。 

☆動物・昆虫

探し(GT) 

探究１ 

 

いろいろ 
知りたい 
たんけん隊 
 
 10 時間 

町には，どんな人がいたり，どんなものがあったりするのかな？ 

 



 

  第２学年   みらい探究科における指導と評価の計画【資料 3-2】 

単元名 なかよしプロジェクトⅡ～町になかよしの輪をひろげよう～ 

単元の

目標 

町の自然，人々，社会，公共施設などに関心を持ち，調べたり，体験したり関わったりする活動を通し

て，町のすてきやそこに住む人々の温かさに気付くとともに，進んでふれあい交流しようとする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①町の自然や人々，店舗，公共施
設などの様子や，自分たちの生
活との関わり，町の良さに気づい
ている。 

②町で働いている人や住んでいる
人の町への思いに気づくととも
に，町の新たな良さに気づいてい
る。 

③様々な人々に関わったりする際，
相手や場に応じた挨拶や言葉遣
いをしている。 

①行きたい場所や会ってみたい人，してみ
たいことを思い描きながら，探検の計画
を立てている。 

②探検で見つけたことや楽しかったこと，
関わった人の中から，伝えたいことを選
んでそれを表現している。 

③さらに聞いてみたいことを決め，相手や
場に応じた行動を意識しながら，町の人
と関わっている。 

④相手意識や目的意識をもって，分かりや
すい伝え方を工夫して，伝え合ってい
る。 

①地域の町に関心をもち，町
の人々や様々な場所に親し
みをもって関わろうとしてい
る。 

②安全で礼儀正しい町たんけ
んが行えるように進んで準
備しようとしている。 

③地域の町や人々への親し
みや愛着をもち，それらを
大切にしようとしている。 

 

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

いろいろ知りたい 

たんけん隊 

（10） 

町たんけんに出かけよう 
・町の人や場所，建物などの情報を集める。 

    ① 
行動観察 
発言 

どこに行くか 考えよう 
・探検する方面や場所をきめる。 

  ①   
行動観察 
発言 

ワークシート 

たんけんに出かけ 町のすてきを見つけよう 
・すてきを感じるものを見つける。 

①     
行動観察 
発言 

見つけたすてきを 伝えよう 
・見つけた町のすてきを伝える。 
・もっと知りたいことを考える。 

     
行動観察 
発言 

ワークシート 

2 

町のことを 

もっと知ろう 

（10） 

もう一ど 町たんけんに出かけたいな 
 ・グループや方面ごとに，出かける計画を立てる。 

    ② 
行動観察 
発言 

ワークシート 

もう一ど 町たんけんに出かけよう 
・インタビューをして詳しく知る。 
・町の人たちと，もっと仲良くなる。      

③ ③   
行動観察 
発言 

わかったことやさらに見つけたすてきをまとめよう 
・チャートを使って伝えたいことを分類する。 
・紙やスライドでまとめる。 

  ②   
行動観察 
発言 
表現物 

わかったことを 伝えたいな 
・グループごとに交流する。 

②     
行動観察 
発言 

3 

町のすてきを 

伝えよう 

（５） 

どんなふうに伝えようかな 
・見せ方や話し方の工夫を考える。 

  ④   
行動観察 
発言 

「町のすてきを伝えよう」発表会を開こう 
・グループごとに発表する。 
・学習のふり返りをする。 

    ③ 
行動観察 
発言 

ワークシート 

 



 第３学年 みらい探究科  探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 
自然と友だちプロジェクト 

～川と友だち～ 

探究課題 身近な自然環境と人との関わり（環境） 

 
単元の目標 

大杉谷川の自然環境へ関わる活動を通して，多様な生物が生息していることや，大杉
谷川を大切にする人や組織があることを理解し，今後の大杉谷川の在り方について考
えるとともに，自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

月 小単元  情報活用 
関連教科等 
●教科 ○地域 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

【課】❶ 

 

 

 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

【情】❷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整】❸  

 

 

 

【ま表】 

❷❸ 

●もっとし
りたい，友
だちのこと
（国語） 
 
〇アユの放
流（大杉谷
川漁業協同
組合 河西
さん） 
 
〇水棲生物
調査（大杉
谷川をよみ
がえらせる
会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●食べ物の
ひみつ教え
ます（国語） 
 
 
●つないで
つけて（図
工） 
 
 
 
 
 
 
●つたわる
言葉で表
そう（国
語） 

育成を目
指す情報
活用能力 

【課】❶魚の放流で経験した情報から課題を見つける。❷大杉谷川の良さがわかる情報を活用する見通しを立てる。 

【情】❷水生生物の調査や GTからもらった資料から情報収集し，情報同士のつながりを見つける。 

【整】❶・生き物別などの観点を決めた表を用いて整理する。・自分で調べた情報と，友達が調べた情報を組み合わせる。  

❸・できることとできないことを分類する。・全体的な特徴や要点を捉え新たな考えを見出す。 

【ま/表】❷相手に合わせた表現を選択する。❸相手や目的を意識したプレゼンを考える。 

【課題設定❸】大杉谷川の魚が減らないようにするには，何ができるかな 

       ・大杉谷川をよみがえらせる会の方のお話を聞き，魚が減っている要因と

考えられることを知る。 

【情報収集❸】川の魚をとりまく地球環境はどのような状態かな 

・ALT に世界のいろいろな国の川の生き物や問題点について教わる。 

       ・地球環境が川の魚に及ぼす影響を，図書資料やサイトを使って調べる。 

【整理・分析❸】自分たちが関われることを考えよう 

       ・環境問題に対して，自分ができることを具体的に考える。 

      ・できそうなこととできなさそうなことを，座標軸を使って分類する。 

【まとめ・表現❸】環境を守るために自分ができることをまとめて伝えよう 

       ・環境を守る行動をポスターにまとめ，おうちの方に宣言する。 

        ・ヤマメの成長について全校に向けて発信する。 

【課題設定❷】大好きな川を紹介しよう 

          ・大杉谷川のよさをみんなに紹介する方法を話し合う。 

【情報収集❷】大杉谷川を紹介するにはどんなことを伝えるといいかな 

          ・もう一度川に出かけて，生き物の他にも魅力を集める。 

【整理・分析❷】大杉谷川のよさが伝わるスライドや台本にしよう 

       ・整理したことを表やスライドにまとめる。 
         ・大杉谷川のよさとして何をどのように取り上げるか工夫して台本をつ

くる。 

【まとめ・表現❷】全校のみんなに大杉谷川のいいところを知ってもらおう 

         ・文化祭でプレゼンと併せて大杉谷川のよさを伝える発表をする。 

        ・発表の感想をお家の人や他学年に聞く。 

【課題設定❶】大杉谷川ってどんな川かな？ 

・社会科「学校のまわり」で見つけた大杉谷川について，「友だちに 

なる」にはどんなことができたらよいかアイディアを出し合う。 

【情報収集❶】大杉谷川にいる生き物について，調べてみよう 

           ・大杉谷川についてよく知っている上級生や先生に取材する。 

・図鑑や図録を使って，取材で知った生き物について調べる。 

・アユの放流体験で，アユや川の生き物について知る。 

・地域の方と一緒に水棲生物の調査をする。 

・グループで調べたことを発表ノートにためていく。 

          ・カジカの放流体験で，波佐谷町の川の様子を知る。 

【整理・分析❶】大杉谷川ってどんな川かな？ 

           ・これまでの体験や調べ学習で分かったことを整理する。 

【まとめ・表現❶】大杉谷川って〇〇な川！ 

            ・これまで知ったことや印象に残ったことを発表ノートにまとめ

て，大杉谷川のよさをクラスや ALT に向けて発表する。 

大杉谷川ってとてもきれいでいろんな生き物がいて大好きだな。わたしたちが

感じた大杉谷川の良さをみんなに伝えるにはどうしたらいいかな。 

 

大杉谷川のよさがみんなに伝わってよかったな。けれど，川の魚が減って

いると聞いたよ。ぼくたちにできることはないかな。 

 

探究１ 

 

川を知ろう 
 

２５時間 

探究２ 

 

川を 
紹介しよう 

 
２5 時間 

探究３ 

 

できること
を考えよう 

 
２0 時間 

 
社会科で町を歩いた時に見えた川だね もっと近くで見て見たいな 

どんな生き物がいるか知りたいな 

●U８ What 

is this？ 
（外活） 

 



 第３学年    みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 自然と友だちプロジェクト～川と友だち～ 

単元の

目標 

大杉谷川の自然環境へ関わる活動を通して，多様な生物が生息していることや，大杉谷川を大切にする

人や組織があることを理解し，今後の大杉谷川の在り方について考えるとともに，自らの生活や行動に生

かすことができるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①大杉谷川には多様な生
き物がいることや周りの
環境の特徴やよさを理
解している。 

②大杉谷川の現状を捉え
るために，目的に応じた
方法で生物調査や採集
を実施している。 

③大杉谷川の現状や地域
の人の川を大切にする
思いへの理解は，探究
的に学習してきたことの
成果であることに気づい
ている。 

①大杉谷川での体験や調査を通して感じた
関心をもとに大杉谷川のよさを探る課題を
自らつくり，解決に向けて見通しをもってい
る。 

②大杉谷川の現状を捉えるために必要な情
報について，多様な方法で収集したり，種
類に応じて蓄積したりしている。 

③課題の解決に必要な情報を取捨選択した
り，複数の情報を比較したり関係付けたり
しながら解決に向けて考えている。 

④大杉谷川のよさや地域の人の思い，自分
の考えについて，地図や写真などの資料を
使って効果的に表し，報告書にまとめてい
る。 

①課題解決に向けた自己の取り組み
を振り返ることを通して，自分の意
志で探究的な活動に取り組もうとし
ている。 

②大杉谷川のよさを見つけたり伝え
たりする活動を通して，自分と違う
友達の考えを生かしながら，協働し
て課題解決に取り組もうとしてい
る。 

③大杉谷川の現状を捉える活動や在
り方について考えることを通して，
自分と身近な環境との関りを見直
そうとしている。 

指導と評価の計画       

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 
川を知ろう 

（２５時間） 

・大杉谷川について知りたいことについて計画を立てて取

材したり，調べたりする。 

 

① 
   

ワーク 

シート 

・地域の方といっしょに水棲生物調査をして，分かったこと

をまとめる。 
②   生物調査の

様子とノート 

・分かったことについて、グループで情報を選択しまとめる。    
ワーク 

シート 

2 
川を紹介しよう 

（２5時間） 

・これまでの学習活動で分かった大杉谷川の生き物や特徴

について、分類し、グループに分かれる。 
  ①  ワーク 

シート 

・本、図鑑、インターネットを使って、水棲生物についてさら

に詳しく調べる。 
 ②  

ワーク 

シート 

・大杉谷川で見つけた生き物や植物を使って，川のよさを

表現する作品をつくる。 
 ④   

作品・ 

プレゼン 

・図や写真、絵などを描き、大杉谷川の良さを伝え、感想を

もらう。 
③  ① 作品 

3 
できることを考えよう 

（20時間） 

・大杉谷川の魚が減っている原因を調べる。     

・様々な要因を、グループに分かれて調査する。  ③ ② 
ワーク 

シート 

・環境について，身の回りでできることを考える。     ③ 
ワーク 

シート 

・環境ポスターの作成。      ポスター 

 



 第４学年 みらい探究科  探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

みんなスマイルプロジェクト 

～やさしさの輪を広げよう～ 

探究課題 身の回りの高齢者や障がいのある人とその暮らしを支援する仕組みや人々（福祉） 

 
単元の目標 

高齢者や障害のある人と関わる活動や体験活動を通して，高齢者や障害のある人の感
じ方や考え方を理解し，物理的なバリアフリーや心のバリアフリーについて考えるこ
とによって，自らの行動に変化を起こすことができるようにする。 

月 小単元  情報活用 
関連教科等 
●教科 ○地域 

４４ 

 

 

5 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

1 

 

 

 

2 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

【課】❶ 

 

【情】❶ 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

 

 

【整】❷ 

 

 

【ま】❷ 

 

 

 

 

【情】❸ 

 

 

 

 

【ま】❸ 

 

●聞き取りメ

モの工夫 

（国語） 

 

○小松市社

会福祉協議

会 

○瀬領特別

支援学校 

●アップとル

ーズで伝え

る（国語） 

●要約する

とき（国語） 

 

 

 

 

 

○点訳友の

会 

 

 

 

 

●クラスみん

なで決める

には 

（国語） 

●お礼の気

持ちを伝えよ

う（国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●調べ方と

整理の仕方 

（算数） 

 

○JAきらら 

〇こども園 

○梅の木学園 

 

●さんぽ 

（音楽） 

育成を目
指す情報
活用能力 

【課】❶学校のバリアフリー探しから課題を見つける。❷実際の人の話を聞いたり体験したりしてつかんだ情報の活用の見

通しを立てる。 

【情】❶体験や調べ学習から情報を収集し，情報同士のつながりを見つける。❸これまでの体験と調べ学習を通して情報の

関係を理解する。 

【整】❶自分で体験したことや集めた情報を組み合わせる。❷スマイルにしたい対象者をイメージマップにする。 

【ま/表】❷発表する相手に合わせた表現を選択する。❸優しさの輪を広げる目的に合わせた表現方法を考える。 

探究 2 

 

もっとバ

リアフリ

ーやユニ

バーサル

デザイン

について

知ろう 

 
２５時間 

探究 3 

やさしい 

地区松東

にしよう 

 
２０時間 

【課題設定❷】目や耳が不自由な方の気持ちを考えよう ★体験 ★アンケート調査 
・点字の絵本を実際に触り，どのような人が使っているのか考える。 
【情報収集❷】手話や点字を調べよう 
・施設の見学（JA，郵便局，図書館，駅，サイエンスヒルズ 等） 
・実際の人の話を聞く。アンケートによる調査を行う。 
・本やインターネットで調べる。・ALT に海外の手話・点字について教わる。 
・・手話体験，手話で歌う，点字体験，点字で名前を打つなどの体験をする。 
【整理・分析❷】もう一度，バリアフリーを考えよう 
・調べて分かったことを「４つのバリア」のどれに相当するか分類する。 
・生活の中にある様々なバリアを表に分類する。 
【まとめ･表現❷】 経験からわかったことを紹介する 
・収集した情報を活用し，歌や自己紹介に生かす。 
・分かったこと，考えたことをスライドにまとめ，クラスや ALT に発表する。 
・手話と英語を使い，身近なバリアフリーを紹介する。 
 

【課題設定❶】バリアフリーって何かな？どんなところにあるかな？ 
・学校や学校周辺の施設の見学や体験を通してバリアフリーを知る。 
・ユニバーサルデザインもバリアフリーであることを知る。 
・身近なバリアフリーにはどのようなものがあるかをウェビングで広げる。 
【情報収集❶】日常生活に困難を抱える方の気持ちを考えよう 
・高齢者体験や車いす体験，アイマスク体験を通して，社会にある様々なバリ
アを知る。 

・インターネットや本で，バリアフリーについて調べる。 
・瀬領特別支援学校との交流①（相手を思う気持ちの表現の場） 
【整理・分析❶】体が不自由な人はどんな生活をしているのかな 
・体験したことや調べて分かったこと，話を聞いて分かったことや疑問に思っ
たことを，マトリクス表に整理する 

・「４つのバリア」について，体験したこととつなげて考える。 
【まとめ･表現❶】『バリアフリー』とはこういうこと？ 
・バリアフリーやユニバーサルデザインについて分かったことを意見文にまとめる。 

脚や体が不自由な方の気持ちは少しわかった。では，目や耳が不自由な方

は，どんな気持ちでいるのかな。 

 

探究１ 

 

バリアフ

リーやユ

ニバーサ

ルデザイ

ンについ

て知ろう 

 
２５時間 

【課題設定❸】やさしさの輪・バリアフリーを広げるためにできることは何かな 
・身近なところにあるバリアや心のバリアを変えていくために，自分たちができる
ことを考える。 

【情報収集❸】サポートしている人の工夫や，サポートの仕組みは，どのようなものがあるか 
・「福祉・介護施設で働く人」にインタビューをする。 
（JA きらら，梅の木学園，こども園など） 
・小松市には障害がある方を支えるために，どんな仕組みがあるか調べる。 
・工夫している地域の取り組みを参考にする。 
【整理・分析❸】どんな人とでもいっしょに笑顔で過ごすためには，何が大切かな  
・調べて分かったことを整理する。 
【まとめ･表現❸】『みんなスマイル』とはこういうこと。 
・自分たちが学んだことをリーフレットや新聞，スライドにまとめ，地域や家族
に伝える。 

 

●U１  
Hello, world! 

（外活） 

学校の中にも生活しやすくなっている工夫はあるのかな。
見つけてみよう！ 

障害があっても，自分でできることがたくさんあることがわかった。 

でも，体に不自由さがある方に，わたしたちができることには，何があるのだろ

う。 

 



 第４学年    みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 みんなスマイルプロジェクト～やさしさの輪を広げよう～ 

単元の

目標 

高齢者や障害のある人と関わる活動や体験活動を通して，高齢者や障害のある人の感じ方や考え方を
理解し，物理的なバリアフリーや心のバリアフリーについて考えることによって，自らの行動に変化を起こ
すことができるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自分たちの周りには高齢者や

障害のある人が生活しているこ

とを知るとともに，福祉について

の現状や問題について考え，

バリアフリーの大切さを理解し

ている。 

②インタビューやアンケートによる

調査を，相手や場面に応じた適

切さで実施している。 

③福祉に対する自らの認識の高

まりは，高齢者や障害のある

人，全ての人をつなげるために

探求的に学習してきたことの成

果であることに気付いている。 

①高齢者や障害のある人，全ての人が安心・安全
に暮らせるようにするために自分たちにできるこ
とは何か，解決の見通しをもって計画を立てて
いる。 

②バリアフリーを必要とする人に実施するインタビ
ューや地域の人に実施するアンケート調査にお
いて行う質問について，必要とする情報に応じて
質問の内容や方法を決めている。 

③体験したり調べたりしてわかったことを比較・関
連付けし，なぜバリアフリーが必要なのか，どの
ようなバリアフリーが必要なのか確かな理由や
根拠を見いだしている。 
④活動を通して学んだ自らの思い，自己の成
長，学びによる自己の変容を生かして，新聞や
リーフレット，スライド等の効果的な方法で表現
している。 

①バリアフリーを必要とする人にインタ

ビューをすることで，自分とは異なる

バリアフリーを必要とする人の立場

について考え，全ての人が安心・安

全に暮らす方法を見いだそうとして

いる。 

②地域のバリアフリーについて考え，

リーフレットを作成するために，友達

と役割を分担したり，自他の考えの

よさを生かしたりしながら問題の解

決に向けて協力して取り組んでい

る。 

③地域のバリアフリーについて考え，

自らの生活や行動に生かそうと問

題解決に取り組んでいる。 

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

バリアフリーや 
ユニバーサルデザインに

ついて知ろう 
（25） 

・学校の施設について調べることでバリアフリーに触

れ，バリアフリーについて調べる。 
      ワークシート 

・高齢者体験，アイマスク体験，車椅子体験などを行

い，問題点を見いだす。 
     

行動観察 

ワークシート 

・バリアフリーを必要とする人と触れ合い対話する。     ① 行動観察 

・バリアフリーについて，体験したことや調べて分か

ったこと，話を聞いて分かったことや疑問に思った

ことを意見文にまとめる。 

①     意見文 

2 

もっとバリアフリーや 
ユニバーサルデザインに

ついて知ろう 
（25） 

・目や耳が不自由な方の気持ちを考えながら，何が

できるかを調べようと見通しをもつ。 
  ①   

行動観察 

ワークシート 

・目や耳が不自由な方と触れ合い，体験を通して調

べる。 
  ②  行動観察 

ワークシート 

・地域の人にアンケート調査を行う。 ②     
行動観察 

アンケート用紙 

・調べて分かったことを地図に表したりアンケート結

果を集計したりして，身の周りの現状を知り，バリア

フリーについて改めて考える。 

  ③   
行動観察 

ワークシート 

3 

やさしい 
地区松東にしよう 

（20） 

・老人ホームで働く人にインタビューを行い，高齢者

とどのように関わっているかを知る。 
     行動観察 

インタビュー用紙 

・インターネット，書籍，インタビュー等で，バリアフリ

ーについて工夫している地域の取り組みについて

調べる。 

   ②  
行動観察 

ワークシート 

・身近なことや松東地区のことについて調べ，考えた

ことについて，リーフレットや新聞，スライド等にまと

め，家族や松東地区に住む人たちに知らせる。 

 ④ ③  成果物 

 



【課題設定❶】自分たちで育てたお米でおいしいご飯をつくりたい 

何をどのように育てたらよいのだろう。何が必要だろう。 

 ・ウェビングマップを使って米作りに関する印象を共有し,思いと興味を引き出す 

【情報収集❶】米作りについての情報を集めよう 

・米作り体験  ・ＪＡ，稲作農家との交流 

・米作りに必要なもの，手順，経費などをインターネットや本を使って調べる 

【整理・分析❶】集めた情報を整理し,米作りの苦労や工夫に迫ろう 

 ・わかったことを短冊に表し,目的に合うものを取捨選択し,構成を整理する 

【まとめ･表現❶】 わかったことを報告書にまとめよう 

 ・ワードを使い,写真・表などを用いた報告書にまとめる 

 第５学年 みらい探究科 探究過程 【資料３-１】 

単元名 

【テーマ】 

お米プロジェクト 

～お米の魅力を発信しよう～ 

探究課題 米作りの課題とそれに関わる地域の農業や生産者（食） 

 
単元の目標 

「おいしい米を作って食べたい」という思いを切り口とし,稲作の実情に触れる活動を通
して,地域の生産者の想いや願いを理解し,米の消費等に関する課題の解決を目指して探
究するとともに,自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 
●教科 ○地域 
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【課】❶ 

【情】❶ 

 

 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

【情】❷ 

 

 

 

【整】❷ 

 

 

 

【ま表】 

❷ 

 

 

 

 

 

【整】❸ 

【ま表】 

❸ 

 

●きいてきいてき

いてみよう（国

語） 

〇育苗見学・田植

え体験 

●植物の発芽と成

長（理科） 

●目的に応じて応

用するとき・みん

なが伝えやすい

デザイン（国語 

報告文） 

●米作りのさかん

な地域（社会） 

〇稲刈り体験・ライ

スセンター見学 

●自然環境を守る

ために・統計資

料の読み方（国

語） 

●平均とその利

用・見積を使って

（算数） 

〇GT招いての授

業 

●割合のグラフ

（算数） 

●食べて元気！ご

飯とみそ汁（家

庭） 

〇収穫祭 

●情報を生かす産

業・情報を生か

すわたしたち（社

会） 

 

 

 

●「子ども未来科」

で何をする（提案

文,スピーチ  

国語） 

 

 

育成を目

指す情報

活用能力 

【課】❶米作りで表出した問題や困り感を焦点化しゴールを明確にする ❷問題解決のための情報活用の計画を立てる 

【情】❶ ・米作り体験による実地調査や,米の生育観察,インタビュー調査等による情報の収集と検証を理解する  

    ・ウェブサイト,書籍,雑誌等,必要な情報メディアを選択する ❷調査や実地等を組み合わせる 

【整】❷ ・目的に応じた表やグラフを適切に活用する ・関連付ける,理由づける,見通す,などの技法を適切に選択・活用し,農家の

苦労や工夫を理解したり地域の稲作が抱える困難に気づいたりする ❸自らの活動を批判的に考察しようとする 

【ま/表】❷ ②調べたことや経験したことなど複数の情報を組み合わせて表現する  

     ❸・相手に伝わるプレゼンや PRを考える ・対象者とのやり取りをつくる 

【課題設定❷】日本のお米作りは,何が問題となっているのだろう。お米の消費
量を増やすにはどんな工夫をしているのだろう 

 ・KJ 法やウェビングマップを使って調べたいことを引き出し,目的に合わせて焦点化

し,調査項目を類型化する。 

【情報収集❷】グループで知りたい情報をたくさん集めよう 

・農家さんや JA 職員などの GT を招いて話を聞く。 

お米の消費についてフォームでアンケート調査をする。 

・お米に対する意識,生産コストの課題,生産量の課題,外国人向けの宣伝等 

 

 

【課題設定❷】ところで，日本人だけでなく外国の人たちは米のことをどう思
っているのだろう 

【情報収集❷】外国の主食について,英語を使って取材しよう 

 ・ALT や身近な外国の人と英語を介して情報収集する 

【整理分析❷】収集した結果の整理・報告会を通して,消費量を増やす作戦を考えよう。 
・ボックスチャート,ピラミッドチャートを用いて,米作りの秘密や工夫,米の利点など

について伝えたいことのポイントや対象を明確にする 

【まとめ･表現❷】 みんなにお米の秘密やすごさと,松東地区のお米のすごさを
伝えて,今以上にお米を食べてもらおう 

 ・スライドでまとめたものを,学校内模擬発表を見合ってアドバイスし修正する 

 ・収穫祭で農家の方やゲストに発表し,フォームのアンケートを元に再修正する 

・地域の人や ALT に発信する 

 

探究 3 

 

学校・地
域に広げ
よう 
 
２０時間 

 

探究 2 

 

自分たち
にできる
ことを考
えよう 

 

２５時間 

【課題設定❸】みんなにお米をたくさん食べてほしいから PR を考えよう 

 ・どんな PR をしたらよいか,対象,発信場所を考えて試作する。 

 ・CM,ポスター,プレゼン,ショート動画 等, 適切な発信手段を考える 

【情報収集❸】 みんなが食べたくなるような PR になっているかな 

 ・生産者や地域の人,ALT や外国の人の感想を集める 

【整理・分析❸】試作版をどう再構成するか検討しよう 

 ・集めた感想を,生成 AI を用いて分類し,再構成が必要な部分を検討する。 

・最も伝えたい情報を,ピラミッドチャートを用いて整理し,検討する 

【まとめ･表現❸】完成版に仕上げて全校や地域に PR を届けよう 

・他学年や外国の人を含めた地域の人に発信し,評価を元に成果を判断する      

 

探究１ 

 

米作りか
ら見える
農家のす
ごさ 
 
２５時間 

全校のみんなや地域の方にお米のよさや工夫を知ってもらえた。もっと多
くの人にお米をたくさん食べてもらうにはどうしたらいいかな。 

実際にやってみると,米作りはとても手間がかかり，苦労が多いもの
だとわかった。そんなお米なのに,消費量が減ってきているなんて！
て。 

日本人や外国人など,幅広い消費者への PR が消費拡大につながりそうだ 

●U8 This is my 

town.（外国
語） 

 お米に関わることをイメージマップに表し，「おいしいお米を作って食べたい」と考えた。 



 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

米作りから

見える農家

のすごさ

（２５） 

・米作りをテーマにウェビングマップし，「おいしいお米作り」に必要なも

のや手順,苦労や工夫に迫る。 
      

・松東地区での米作りの過程を調査したり，米作りの体験を行ったりする。   ①  行動観察 

・調査や体験を通して分かったことや疑問に思ったことの情報を整理・分類

する。調べて分かった数値を表やグラフに整理する。 
②      

インタビュー 
用紙 

・米作りの過程を知るとともに，米作りと環境保全のつながりを理解する。 ①   ワークシート 

2 

自分たちに

できること

を考えよう

（２５） 

・地域の米作り農家の現状を知る。 

・蛍米に関するデータを根拠に,生産量の推移を読み取ったり生産者の思いを

予想したりする。 

    
思考ツールシー
ト・付箋への記
述内容,発言 ・データから問題状況を見出し,課題を設定する。 

・データをもとに予想し,知りたいことややりたいこと（課題）をはっきりさ

せる。 

   

・課題の解決に向けた調査活動の計画を立てる。 

・蛍米に関する状況を詳しく知るために，生産者への取材計画を作成する。 
 ①  

計画,インタビ
ューシート 

・G・Tから，近年のお米の生産量や消費量の推移について話を聞く。 

・地域の米作り農家が抱える課題を理解する。 
  

   学習用端末 

・課題解決に向けて情報を集める。 

・情報から見つけた事象を比較・分類し，根拠を明らかにしながら課題の解

決に向けて考える。 

  ②    学習用端末 

・ここまでの成果をグループごとにまとめ，発表する。（収穫祭）     

・PMIシートを使ってアンケート結果を整理・分析し，見出した課題の改善策

や効果を考え，発信内容を再度修正する。  

  
  ③  発言・ 

ＰＭＩシート 

3 

PRして学

校・地域に

広げよう

（２０） 

・これまでの学習の成果やお米の魅力を発信するために PRする計画を立てる。

（PR内での表現方法，絵コンテ，配役，セリフなど） 
   ②  

発言・ 
ワークシート 

・PRのための作成に取り組む。 

・作成したものについて，他グループや先生方からアドバイスをもらう。 

・客観的な視点で課題を見出し,再考・修正する。 

 
④ 
 

 発言・絵コンテ 

・作成したものを校内，家庭や地域，関係機関に発信する。 ③   学習用端末 

・学習をふり返る。 

・松東地区のお米の魅力を呼びかけることは，松東地区の活性化にもつなが

ることに気づく。 

  ③  行動観察 

 

 

 

第５学年    みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 お米プロジェクト ～お米の魅力を発信しよう～ 

単元の目標 

「おいしいお米を作って食べたい」を切り口とし，米作り体験や松東地区の稲作の実情に触れる

活動を通して,地域の生産者の想いや願いを理解し,米の消費等に関する課題の解決を目指して

探究するとともに,自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①松東地区の米作りの調査活動を通し

て，米作りの過程を知るとともに，米作

りと環境保全のつながりを理解してい

る。 

②インタビューやアンケートによる家庭及

び地域調査を，相手や場面に応じた方

法で実施している。 

③松東地区の米消費量アップを呼びかけ

ることは，松東地区の活性化にもつな

がり，探究的に学習してきたことの成果

であることに気づいている。 

①問題状況の中から課題を発見・設定し，解

決方法や手順を考え，見通しをもって計画

を立てている。 

②多様な情報にある特徴を見つけ，事象を比

較・分類し，確かな根拠付けをもとに課題の

解決に向けて考えている。 

③アンケート結果をグループごとに整理・分析

し，客観的な視点にたって課題を見出し，分

析内容に照らして改善策を考えたり，改善

効果を予測したりしている。 

④相手や目的・意図に応じて工夫してまとめ，

多様な方法で表現・発信している。 

①地域の米作り農家やＪＡのゲストティーチャ

ーから米作りの過程や地域ならではの特

徴などを学び，探究活動に生かそうとして

いる。 

②様々な調査活動を行うにあたって，目的意

識を明確にして地域の方やゲストティーチ

ャーの方と関わろうとしたり，友達と協力し

て調査活動やＣＭ作成に取り組もうとした

りしている。 

③PRづくりを通して，実生活・実社会の問題

解決に継続的に取り組もうとしている。 



 第６学年 みらい探究科  探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 
町づくりプロジェクト 

 ～松東地区の魅力発見！活性化！～ 

探究課題 魅力ある町づくりや地域活性化のために取り組んでいる地域や組織（町づくり） 

 
単元の目標 

魅力ある町づくりのための調査・分析・表現を通して，課題解決能力や情報活用能力を養
うとともに，松東地区の魅力を発信し，活性化を考える活動を通して，社会を支える一員
となるための資質・能力を身に着けることができるようにする。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 

●教科 ○地域 

 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 
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10 

 

 

11 

 

12 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

  

【課】❶ 

 

【情】❶ 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

 

【整】❷ 

 

 

 

 

【ま表】

❷ 

 

 

 

 

 

【整】❸ 

 

【ま表】

❸ 

●聞いて考えを

深めよう（国

語） 

 

●情報と情報を

つなげて伝え

る時（国語） 

 

●国の政治の仕

組みと選挙

（社会） 

 

 

●子育て支援の

願いを実現す

る政治（社会） 

 

●発見，日本文

化の魅力（国語） 

 〇地域の人へ

の聞き取り 

・波佐谷方面 

・金野方面 

・西尾方面（ス

クールバス利

用） 

●資料の調べ方

（算数） 

 

 

 

 

●おすすめのパ

ンフレット

を作ろう

（国語） 

育成を目指す
情報活用能力 

【課】❶問題解決のために必要な情報活用の計画を立てる ❷松東地区の問題を焦点化しゴールを明確にする  

【情】❶インタビュー調査やフィールドワークによる情報の収集と検証を理解する  

【整】❶関連付ける，多面的多角的にみる，見通す，などの技法を適切に選択・活用し，松東の町づくりについて関わりを 

もつ ❷他の市町との相違点や類似点，規則性を見つけ，松東地区への転用や応用を意識しながら解決策を考

察する ❸批判的に考察しようとする 

【ま/表】❷・相手に伝わるプレゼンを考える ・複数の情報を組み合わせて表現する ❸聞き手とのやり取りをつくる 

 

探究１ 

 

松東地区

の魅力あ

る町づくり

を探ろう 
 
２５時間 

探究 2 

 

松東地区の 

魅力ある町

づくりにつ

いて発信し

よう 
 
２５時間 

探究 3 

町づくりの

ために，自

分たちにで

きることを

考えよう 

 
２０時間 

【課題設定】松東地区の魅力を伝えるための方法を考え，発信しよう 
 
【情報収集】現地に足を運び，インタビューや撮影を記録しよう 
・だれに発信するのか考えたり，どんな方法があるか調べたりする。 
・日本だけでなく，外国の方にも伝えることができることを知る。   
・ALT の先生や外国の人に松東の魅力を発表する。 
・もっとくわしく調べ，そのお店や地域の人々の想いも聞き取る。 

【整理・分析】３地区を比較しながら，それぞれの人の想いにも焦点をあて魅
力を整理する。 
 食べ物スポット  蛍米，穀雨，村田とうふ，ビュッフェせせらぎ  

赤瀬さるなし，オーフ etc 
  自然スポット   十二ケ滝，水芭蕉，千恵子桜，かなんぼ山，西俣キャン

プ場，大倉岳スキー場 etc 
 文化・芸術家スポット 徳田八十吉陶房，観音下石切り場，大杉ミュージカ

ルシアター，遊墨民カズ，鷹匠 etc 
【まとめ･表現❷】松東地区の魅力を世界中の人に発信しよう。  
・ＰＲ動画を作り，石川県の人，日本中の人，世界に向けて松東の魅力を発信
する。 

 
         
 
【課題設定】観光プランを考えて，お客さんを呼ぼう！ 
 
【情報収集】 観光プランをつくるために必要な情報を調べよう 
・観光プランを作るために，旅行会社のパンフレットやポスター，CM を調べる。 
・ALT に意見を聞く。 
【整理・分析】方法を決定し，発信の準備をする。 
・観光プランを発信する方法を考える。 
・集めた情報の中から，松東の魅力が伝わる情報を KJ 法で整理し，分析する。 
【まとめ･表現】地域の人に発信しよう。 
・観光プランをパンフレットやポスターなど発信する方法を考え，発信する。 

魅力を発信することができたぞ。松東地区がさらに活性化するために何かしたいなあ。 

【課題設定】松東地区にしかない自慢の魅力を調べよう 
     ・食べ物＆特産品スポット，自然スポット，歴史スポット，文化芸

術スポットについて調べる 
     ・他の地区や外国と比べてどんな良さがあるのか調べる。 
【情報収集】３つの地区に分けて，情報を集めよう 
     ・旧波佐谷小・旧金野小・旧西尾小地区に分けて分担を決める 
     ・ウェブ検索，図書資料，聞き取り活動で詳しく情報収集する 
【整理・分析】見つけた魅力をシートにまとめよう 
【まとめ･表現】地区ごとの自慢の魅力を発表し合い，ふるさとの良さを交流し

よう 
  

 

 

松東地区には素敵な魅力がたくさんあることがわかった。たくさんの

人にこの魅力を伝えたいな。 

 
２年生の町たんけんで見つけた「町のすてき」をもっと詳しく追求して，今以上にふ

るさとを好きになりたいな。その魅力をもっとたくさんの人に知ってもらいたいな 
 

●U2 

Welcome 
to Japan 

4次 
（外国語） 



 

 第６学生    みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 町づくりプロジェクト   ～松東地区の魅力発見！活性化！～ 

単元の

目標 

魅力ある町づくりのための調査・分析・表現を通して，課題解決能力や情報活用能力を養うとともに，松

東地区の魅力向上及び活性化について考え，発信し，これからの社会の創り手となるような資質・能力

を身に付けることができるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自分たちが住む地区には，魅力あ
る町づくりのための施設・自然・文
化・産業があることを知るとともに，
地域の町づくりに携わる人々の思い
があることを理解している。 
②地域のよさや人々の思いをつかむ
ために，目的に応じた情報収集(イン
タビュー)の仕方や効果的な撮影の
仕方を知る。 
③自分たちの関わりや発信が地域の
活性化につながることを，探求的学
習の成果であることに気づいてい
る。   

①地域の町づくりについて，取組や携
わる人々の思いから，地域の良さや課
題を明らかにしている。 
②地域の現状を捉えるために必要な情
報について，手段を選択し多様な方法
で収集している。 
③課題の解決に必要な情報を取捨選
択したり，複数の情報を比較したり関
連付けたりしながら解決に向けて考え
る。 
④地域の活性化につながる取組につい
て，調査結果や企画内容を，ポスター
やショートムービーで効果的に表現し
ている。 

①課題解決に向けた自己の取組を
振り返ることを通して，自分の意志
で探求的な活動に取り組もうとして
いる。 
②地域の町づくりについて調べる活
動を通して，他者の考えを生かしな
がら，協力して問題解決に取り組も
うとしている。 
③地域の活性化のために自分たち
にできることを企画し，実行すること
を通して，積極的に社会に参画しよ
うとしている。 

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

探究１ 

 

松東地区の魅力ある町づくり 

を探ろう 

（２５時間） 

・松東の旧３校区(旧波佐谷小・旧金野
小・旧西尾小)にある地域の魅力について
調べる計画を立てる。 

①   ワークシート 

・効果的な写真の撮り方や魅力ある PR
動画の構成について学ぶ。 

   行動観察 
ワークシート 

・見つけた魅力の中から町興しや絆づくり
につながるものに絞って，さらに深く掘り
下げる。【旧３校区(旧波佐谷小・旧金野
小・旧西尾小)ごとに】 

 ②  行動観察 
ワークシート 

・調査してわかったことをまとめる。   ① スライドなど 

2 

探究 2 

 

松東地区の魅力ある町づくり 

について発信 

（２５時間） 

・松東地区の魅力ある町づくりについて，さ
らに見学したり，動画を撮影したり，取組に
携わる人々にインタビュー行ったりする。 

 ①  行動観察 
インタビュー用紙 

・旧３校区ごとに，「観光ポスター」や「PR
動画」の原案を作成する。 
(ポスターA4サイズ,文字・写真・キャッチ
コピー入り)(PR動画は絵コンテと 20～25
秒のショートムービー) 

② ③  ポスター原案 
動画の絵コンテ 

・魅力と人の想いが伝わる「観光ポスタ
ー」や「PR動画」を作成する。 

  ② 

ポスター 
PR動画 

ワークシート 

3 

探究 3 

町づくりのために，自分たちに 

できることを考えよう 

（２０時間） 

・町づくりへの参画方法を調べたり，実行
するために関係機関に依頼したりする。 

  ③ 
ワークシート 
依頼書 

・発信の方法を決定し，準備をする。 
・観光プランを立て，発信の準備をする。 

 ④  行動観察 

・地域や下級生に発信する。 ③   
リーフレット・パンフレ
ット・プレゼン(スライ

ド・ポスター 

 

 



 第７学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

松東の未来プロジェクト 

～よりよい松東地区とはどんなもの～ 

探究課題 身近な地域社会をよりよくするための方途（町づくり） 

 
単元の目標 

探究活動を通して，私たちの身近な社会に存在している課題とその影響について理解し，
「よりよい松東」にする視点から私たちの学校生活や地域を見直し，今後の自らの生活や
行動に生かすことができるようにする。 

月 小単元 情報活用 
関連教科等 

●教科 ○地域 

4 

 

5 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課】❶ 

 

 

 

【情】❶ 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

 

 

【整】❷ 

 

 

 

 

【ま表】 

❷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整】 

❸ 

【ま表】 

❸ 

●情報を整

理して書こ

う（国語） 

 

 

○校外学習 

 

 

●情報社会

を 生 き る

（国語） 

 

 

●生物育成

の技術（技

術） 

 

●南アメリ

カ州（社会） 

 

 

 

 

 

●いい木の

食文化（家

庭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●データの

活用（数学） 

●地層から

読み取る大

地 の 変 化

（理科） 

育 成 を 目
指 す 情 報
活用能力 

【課】❶問題解決のための情報活用の計画を立てる ❷松東地区が抱える問題を焦点化し，自身の地域を見つめ直すという

ゴールを明確化する。 

【情】❶・現地調査やインタビュー等による情報の収集と検証を理解する ・情報メディアを選択する  

【整】❶地域を見つめる視点に対する情報の傾向と変化を捉える ❷様々な地域の類似点や規則性を見つけ，自地域への転

用や応用を意識しながら解決策を考察する ❸整理した情報を批判的に考察しようとする 

【ま/表】❷複数の情報を組み合わせて表現する ❸相手に伝わるプレゼンを考える 

【課題設定❶】尾小屋の歴史を調べ，当時の人々の様子や生活を知ろう。 

・第６学年までのみら探で触れた事柄の中から，地域の課題となっていることについてウ

ェビングで広げ共有する。 

・過去,現在,未来に関わる事象という点で焦点化し，尾小屋を探究することを決める。 

【情報収集❶】尾小屋鉱山の現状はどのようになっているか。 

・尾小屋鉱山資料館，カラミロードなどを現地調査し，現状・歴史・良さ・課題について触

れる。インタビュー，新聞，インターネットなど多様な方法で調べ情報を収集する。 

・四ツ目先生と出会い，情報収集する。 

【整理・分析❶】尾小屋鉱山の当時の人々の生活を深掘りする 

・尾小屋鉱山の過去・今・未来で分析する。 

・尾小屋鉱山が抱えるメリット・デメリットについて探る。 

【まとめ・表現❶】尾小屋鉱山についてまとめて発表する。 

・尾小屋の歴史について，グループでスライドにまとめる。 

 

探究１ 

 

 

当時の
人々や生
活を知ろ
う 
 
 
20 時間 

探究２ 

 

 

松東地区
の持続可
能な発展
について
考える 
 
23 時間 

 

【課題設定❷】松東地区について，発展の在り方を考えよう。 

・発展とはどのようなことかを見つめ直し，持続可能な発展の在り方を考える。 

・木場潟やジビエアトリエなど，地域資源を守りつつ発展に寄与しているモデルがあることを知る。 

【情報収集❷】持続可能な発展に関わる活動をしている人と出会う。 

・木場潟やジビエアトリエ等のロールモデルを調査する。 

・松東地区まつりに参加し，地区に住む人々の思いを知る。 

・他地域でも持続可能な形で地域を発展させている例をインターネットで調べる。 

・ALTに海外の状況について教わる。 

【整理・分析❷】松東地区の発展に必要なことを考えよう 

・尾小屋の例と比較し，地域の発展に不可欠な方策や考え方を見いだす。 

【まとめ・表現❷】松東地区の持続可能な発展 

・地域の発展の在り方について，自分の考えをスライドにまとめクラスで発表する。 

 

探究３ 

 

 

自分が
できる
ことを
考える 
 
20 時間 

 

【課題設定❸】地域の中の自分は，これからどのようにしていくとよいだろう。 

・持続可能な地域の活性化に向けて，自分たちができることを考える。 

・座標軸を使い，自分のやりたいことを明確にする。（過去未来，開発伝承 など） 

【情報収集❸】自分のしたいことについて，再調査しよう 

・グループになり，目的合わせて情報収集する。 

・小松大学から情報収集する，これまで出会った人に再インタビューする等，これまでの

学びをさらに深める。発表原稿の中に英語表現のコーナーも設け，ALTに英作文のアドバ

イスをもらう。 

【整理・分析❸】実現するために 

・実現可能性を考える。 

【まとめ・表現❸】自分ができることを発信しよう 

・自分たちにできることを，目的に合わせて発信する。パンフレット，活動への参加，ポ

スター，冊子など 

・これまでに関わった方々を招待し，意見交換を行う。 

 

尾小屋を知る中で，活性化と衰退の歴史があることを知った。持続可能な発展とは何か。 

持続可能な発展の在り方を納得することができた。地域に生きる自分には何ができるかな。 

●lesson 8 

Discover 

Japan 

（英語） 

 



 

第７学生  みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 松東の未来プロジェクト～よりよい松東地区とはどんなもの～ 

単元の

目標 

探究活動を通して，私たちの身近な社会に存在している課題とその影響について理解し，「よりよい松東」にす
る視点から私たちの学校生活や地域を見直し，自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①探究１の活動を通じて，地域にある
課題について知り，その課題が相
互に関連し，複雑化していることを
理解している。 

②探究２の探究活動を，自身の目的
や対象に応じて適切な手法で実施
している。 

③探究の課題である「よりよい松東地
区」を考える活動は，地域の方途だ
けでなく，今後の自分の生き方にも
深く関わっていることに気付いてい
る。 

①既習を整理し，自分自身で課題を設定
し，見通しをもっている。 

②課題解決に必要なデータ等と調査方法
を検討し，訪問時に調査を行っている。 

③自ら収集した「事実」や「調査データ」を
根拠として整理・分析するとともに，その
結果をグループで確かめることで妥当性
を判断し合ったり，今後の方向性を見出
したりしている。 

④課題や仮説に対する自分の最適解(納
得解）を，相手意識をもち分かりやすく表
現している。 

①探究活動は「よりよい松東地区」
の実現に有益であることに気付
き，自分の意思で活動に取り組
んでいる。 

②「よりよい松東地区」に向けて，
自分の考えのみならず他者の意
見を取り入れて，探究活動に取
り組んでいる。 

③探究活動を通じて，地域課題の
解決方法と自分の生き方を踏ま
えた最適解（納得解）の検討に
取り組んでいる。  

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1  

探究１ 

 

 

当時の人々や生活を知ろう 

（２０） 

・第６学年までのみら探をふり返り，課題に

対する見通しをもつ。 
  ①   

ワークシート 

思考ツール 

・地域資料についての調査方法を検討・決

定し，調査を実施する。 
  ②   ワークシート 

・地域資料について得た知識から，人々の

思いや歴史的背景があることを理解する。 
①     

ワークシート 

発言 

・地域資料を知ることが，文化の伝承とな

ることを理解する。 
    ① スライド 

2  

探究２ 

 

 

松東地区の持続可能な発展に 

ついて考える 

（２３） 

・持続可能な発展についての在り方を，自

身の目的や対象に応じて調査している。 
②     ワークシート 

・持続可能な発展について収集した事実や

調査データを根拠に，課題に対しての妥当

性を判断している。 

     ワークシート 

・持続可能な発展について，自分の考えを

もち，検討の中で他者の意見を取り入れて

いる。 

    ② 
振り返り 

発言 

3  

探究３ 

 

 

自分ができることを考える 

（２０） 

・個人が持つ懸念事項について課題を設

定し，解決への見通しを持つ 

・調べたことを根拠に今後の方向性を見い

だす。 

  ③   
計画表 

ワークシート 

・よりよい松東地区を考える活動は，地域

のためだけでなく自分の生き方にもつなが

ることに気づく。 

③     振り返り・発言 

・地域課題の解決方法について，相手にわ

かりやすく表現している。 
  ④ ③ 製作物・発表 

 



 第８学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

キャリアプロジェクト 
～私の働く意義～ 

探究課題 
職業の選択と社会への貢献 

働くことの意義と自分の将来について考える 

単元の目標 
働く人々の仕事に対する姿勢や考えから働く意義を知り，職場体験を通して学んだ
こと及び生じた関心や疑問について探究し，職業や自分について理解を深め，自己
の将来の生き方を考える。 

月 小単元 情報活用 
関連教科等 

●教科 ○地域 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

【課】❶ 

 

 

【情】❶ 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

 

 

 

 

 

【情】❷ 

 

 

 

【整】❷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整】❸ 

【ま /表】

❸ 

 
●働くこと
の目的と意
義（学活） 
 
●職場体験
について 
（学活） 
●日本の地
域的特色（社
会） 
●自分の適
性と進路 
（学活） 
 
○職場体験
先の方々 

 
○地域の事
業所 
 
●日本の諸
地域（社会） 
●衣生活（家
庭） 
 
 
 
 
 
 
○文化祭 
 
 
 
 
 
●高校調べ
（学活） 
 
○高校見学 
 
●情報社会
を生きる（国
語） 
●データを
比較して判
断しよう（数
学） 

育成を目指す
情報活用能力 

【課】❶働く意義について考えるために，調べ学習や職場体験学習など複数の計画を立案する。❷将来自分らしく

働く際に直面する社会問題等や卒業後の進学先について調べるために，情報活用の計画を立て，最適化する。 

【情】❶職場体験学習やインタビューなど，調査を設計する。❷インターネットや生成 AI，書籍など情報メディアの特

性を踏まえて，効果的に情報検索する。 

【整】❶自らの調べ学習や職場体験学習を踏まえ，批判的に考察し，判断する。❷グループで課題に対する考えを

発表する。 

【ま/表】❸探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。 

● Project 1 
My Dream 
(英語) 
Part 1 

【課題設定❷】～社会で自分らしく働くためには？～ 
・探究１を通して考えた自分なりの「働く意義」を振り返った上で，現代社会が抱
える職業や勤労に関する問題等について予想してみる。書籍やインターネット
等から情報を集める。 

・家族や身近にいる働く大人へのインタビューを通して，働いている人が感じてい
る困り感などを知る。 

・行政の担当者等の講師から，現代社会が抱える職業や勤労に関する問題等の講話
を聞き，理解を深める。 

・ＡＬＴから外国と日本の職業観や勤労観等の違いについて講話を聞き，理解を広
げる。 

・将来，自分なりの「働く意義」を大切にしながら働く際に直面する現代社会の問
題やその背景に関して，生徒 1 人 1 人が課題を設定する。 

【情報収集❷】 
・課題解決に向けて書籍やインターネット等から情報を集める。また，講師の話や
様々な職業人へのインタビューを通して情報を集める。 

【整理・分析❷】 
・集めた情報を共通点や相違点，メリット・デメリットなどの視点から，整理・分
析し，スライドにまとめる。 

・スライドにまとめたものを発表し，課題に関して意見を出し合う。出し合った意
見を元に，課題に対する理解を深めていく。 

【まとめ・表現❷】 
・スライドにまとめたものをクラスで発表する。 

【課題設定❸】 
  ～卒業後の進路を考えよう～ 

 ・自分の職業観に合った卒業後の進路について考える。 
【情報収集❸】 
 ・卒業後の自分の進路についてインターネットや書籍を用いて情報を集める。 
【整理・分析❸】 
 ・現在考えている進路が自分の職業観に合っているか分析し整理する。 
【まとめ・表現❸】 
 ・卒業後の進路についてレポートにまとめ，クラスで発表する。 
・ALTに将来の夢について英語で発表する。 

【課題設定❶】 ～職場体験を通して，働く意義について考えよう～ 

 ・働くことの意義について，自分なりの考えを持つ。 
【情報収集❶】 
 ・職場体験先の仕事内容などをインターネットやパンフレットを用いて調べる。 
・働くことの意義について，体験先の人へのインタビューや体験を通して考えを
広げたり，深めたりする。 

【整理・分析❶】 
 ・インタビューや体験内容を踏まえ，働くことの意義について自分の考えを整理す

る。 
【まとめ・表現❶】 
 ・職場体験の活動内容と整理分析を経て導き出した働くことの意義について，具体

的に記した壁新聞を作成し，クラスで発表した後，校内に掲示をする。 

今までの学びを踏まえて，卒業後はどんな進路選択をしよう？ 

働く意義について考えることができた。将来自分らしく働けるだろう

か？ 

探究２ 

 

私たちが

直面する

社会問題 

 

３２時間 

 

探究３ 

私の進路 

１８時間 

探究１ 

 

働くって 

何だろう 

 

２０時間 

● Project 1 
My Dream 
(英語) 
Part 2 

https://www.unic.or.jp/files/Goal_08.pdf


  第８学年    みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 
単元名 未来プロジェクト ～私も働かなきゃ？～ 

単元の

目標 

働く人々の仕事に対する姿勢や考えから働く意義を知り，職場体験を通して学んだこと及び生じた関心
や疑問について探求し，職業や自分について理解を深め，自己の将来の生き方と職業との関連性を考
えられるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①社会に出て働くために職業へと
つながる進路選択の情報収集
が必要不可欠であることを理解
している。 

②調査・体験活動を，目的や対象
に応じて適切に実施している。 

③職場体験などを通して探究的
に学習してきたことは，自らの
働く意義や将来への見通しに
つながっていることを理解して
いる。 

①職場体験やそこで働く人との関わりを通して感じ
た関心をもとに仮説を設定し，解決の見通しをもっ
ている。 
②課題の解決に必要なデータ等をどのように収集
するかを選択したり，調査内容や方法等を工夫し
たりしている。 

③個人でデータを分類したり整理したり関連付けた
りして分析・考察し，さらに対話を通して考察を深
め，課題の解決に向けて取り組んでいる。 

④課題に対する自分の最適解(納得解）を，相手意
識をもち分かりやすく表現している。 

①探究活動を通して，自ら設定した課題
が，職業と自己の将来と深く関係して
いることに気づき，探究活動に進んで
取り組もうとしている。 

②働くことの意義と自己の将来の生き方
との関連性の理解に向けて，自分の
考えに他者の意見を取り入れて，探究
活動に取り組んでいる。 

③探究活動を通して，自己の将来の生
き方について今の自分にできることや
必要なことを見つけようとしている。 

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

探究１ 

 

体験を通して学ぶ 

「働く意義」 

～何のためにわたしたち

は働く？～ 

（２０） 

・働くことの意義について，自分なりの考えを持つ。       

・職場体験先の仕事内容などをインターネットやパンフレ
ットを用いて調べる。 

・働くことの意義について，体験先の人へのインタビュー
や体験を通して考えを広げたり，深めたりする。 

      

・インタビューや体験内容を踏まえ，働くことの意義につ
いて自分の考えを整理する。 

 ①   ・ワークシート 

・職場体験の活動内容と整理分析を経て導き出した働く
ことの意義について，具体的に記した壁新聞を作成し，
クラスで発表した後，校内に掲示をする。 

   ① ・壁新聞 

2 

 

探究２ 

 

 

 私たちが直面する社会

問題 

～社会で自分らしく働くた

めには？～ 

（３２） 

・探究１を通して考えた自分なりの「働く意義」を振り返った上
で，現代社会が抱える職業や勤労に関する問題等について
予想してみる。書籍やインターネットから情報を集める。 

①     ・ワークシート 

・家族や身近にいる働く大人へのインタビューを通して，働
いている人が感じている困り感などを知る。 
・行政の担当者等の講師から，現代社会が抱える職業や
勤労に関する問題等の講話を聞き，理解を深める。 
・ＡＬＴから外国と日本の職業観や勤労観等の違いについ
て講話を聞き，理解を広げる。 

②     ・ワークシート 

・将来，自分なりの「働く意義」を大切にしながら働く際に
直面する現代社会の問題やその背景に関して，生徒 1
人 1人が課題を設定する。 

    ② ・取り組みの姿勢 

・課題解決のための手段や方法を考える。       

・課題解決に向けて書籍やインターネットから情報を集め
る。また，講師の話や様々な職業人へのインタビューを
通して情報を集める。［Ａ］ 

  ②  ・スライド 
・取り組みの姿勢 

・集めた情報をメリット・デメリットで分類，データをグラフ化
するなどして整理・分析し，スライドにまとめる。［Ｂ］ 

     ・ 

・スライドにまとめたものをグループで発表し，課題に関し
て意見を出し合う。出し合った意見を元に，課題に対する
理解を深めていく。［Ｃ 中間発表］ 

  ③   
・対話の様子 
・スライド 
・ワークシート 

・スライドにまとめたものをクラスで発表する。   ④   ・発表の様子 

探究３ 

卒業後の進路 

～卒業後の進路を 

考えよう～ 

（1８） 

・自分の職業観や勤労観に合った卒業後の進路について考える。       

・卒業後の自分の進路についてインターネットや書籍を用
いて情報を集める。 

   ③  ・ワークシート 

・現在考えている進路が自分の職業観に合っているか分
析し整理する。 

③     ・ワークシート 

・卒業後の進路についてレポートにまとめ，クラスで発表する。      ・レポート 

 



 第９学年 みらい探究科 探究過程【資料 3-1】 

単元名 

【テーマ】 

ウェルビーイングプロジェクト 

 ～自分にとっても周りの人にとっても，より良い社会とは？～ 

探究課題 よりよい社会への展望を持ち具現化するために必要な方法を考える。 

単元の目標 
これまで学習してきた事柄を総合し，日本や地域社会の課題から，よりよい社会実現のための納得解（最

適解）を，現状を取材・分析しながら探究し，自己の関わり方について考察する。 

月 小単元  情報活用 関連教科等 
●教科 ○地域 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

９ 
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11 

 

12 

 

１ 
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【課】❶ 

 

 

 

 

 

 

【情】❶ 

 

 

 

 

 

 

【整】❶ 

 

 

 

 

 

 

 

【課】❷ 

 

 

 

【情】❷ 

 

 

【整】❷ 

 

 

 

 

 

 

【ま/表】

❷ 

●家族・家庭
生活（家庭） 
●情報を整
理して書こ

う 
（国語） 
 
 
●Project1 

旅行プラン
の提案 
（英語） 
 
 

●情報社会
を生きる（国
語） 
 
●私たちの

生活と現代
社会（社会） 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
○修学旅行 
●計測制御
によるプロ
グラミング

による問題
解決（技術） 
●集団の傾
向を推測し
よう 
（数学） 

●国の政治
の仕組み（社
会） 
●地方自治

と住民（社
会） 
●地球と私
たちの未来
のために

（理科） 
●消費生活 
・環境

（家庭） 

育成を目
指す情報
活用能力 

【課】❶より良い社会とはどんな社会なのか調べるために，情報活用の計画を立て，最適化する。❷今自分たちが抱えてい

る問題の解決のために，複数の計画を立案する。 

【情】❶インターネットや生成 AI，書籍など情報メディアの特性を踏まえて，効果的に情報検索する。❷領域と範囲を設定

し，調査を設計する。 

【整】❶目的や状況に応じて，グラフや表を使って統計的に整理する。❷「考える技法」を組み合わせて活用し，批判的に考

察し，判断する。 

【ま/表】❷探究の目的や意図に応じて情報を統合し，表現する。 

【課題設定❶】～より良い社会とはどんな社会なのか？～ 

・「ウェルビーイング」＝個人と社会の両方が幸せであること の考え方を知る。 

・８年までのみら探で出会った人々から「あなたの幸せは？」を聞き，「みんなの幸せ」を具体

的に考える。出前講座等で興味のある分野の人の「生き方」を聞く。 

・自分×みんな×社会 の幸せが実現するには，何ができるかを考える。 

 ・自然環境，福祉，産業の中から，課題があると考えるテーマを選ぶ。 

 ・課題について明確にし（誰にとっての課題か，どの範囲で実行するか），どのように進めてい

くかの探究計画を計画シートにまとめる。 

【情報収集❶】設定したテーマと課題について，現状を捉えよう 

・KWLシートを使い，必要な情報を精査する。 

・社会に表れている情報をインターネットで調べる。統計資料，文献資料などから必要な情報を

選ぶ。 

・課題の当事者の実際の思いや考えを知るために，インタビューしたりフィールドワークを行

ったりする。（電話やメールで連絡，インタビューやオンラインインタビュー，など情報収集に必要な方法を選ぶ。マナ

ーを守る。） 

・必要な情報が似通っている人と共同し，情報収集・情報交換する。 

【整理・分析❶】 

・得た情報をKJ法で分類整理し，課題を再構成する。 

 ・「どこで・誰が・何をすれば・誰が幸せになるか」をグループで協議し，課題解決の方法を探

る。 

・「そのために何をするか」と「実現可能か」の視点で方法を具体化する。 

【まとめ・表現❶】 

 ・ウェルビーイングに向けて自身が考えたテーマ・課題・方法についてクラスで発表し，探究２

で行う活動計画を明確にする。 

 

探究１ 

よりよい

社会とは 

 

 

３０時間 

【課題設定❷】～自分がつくりたいWell-beingな社会～ 
 ・探究１で考えた活動計画に沿って，実現させる方法を考える。 

 ・修学旅行，地域の行事，日々の生活などで，検証する方法を考える。 

【情報収集】 

・モノづくり，実践，交流などを通して，課題解決に向けて実地研修する。実地が難しい場合，

校内や地域での小規模実験，アンケートの試行など，可能な限りで検証の機会を設ける。 

・多様な視点を取り入れるために，自分たちの住む地域について，外国の人に英語でインタビ

ューする。 

【整理・分析❷】 

・実地で得た情報や調べて得た情報を，4つの視点を参考に整理分析する。 

 ①原因と結果：何が原因で何が結果として起きるかというつながり。 

 ②構造：問題がどんな要素でできているか，どう関係し合っているか。全体の仕組み。 

 ③利害関係：何かを良くしようとして，何かが悪くなっていないか。 

 ④優先順位づけ：限られた時間や資源の中で，何から先にやるべきか。 

・発表原稿の中に英語表現のコーナーも設け，ALTに英作文のアドバイスをもらう。 

【まとめ・表現❷】 

 ・「今後，自身がどのように関わっていくか宣言」を発表の中心とし，テーマ，課題，実践内容，

実践結果など，これまでの探究内容を個人でポスターにまとめる。 

・保護者や地域の方々に向けて，発表をポスターセッション形式で行う。 

 
探究２ 

 

みんなが

幸せにな

る社会と

は 

 

４０時間 

●Lesson 6 
Being Fair 

(英語) 



 

第９学生   みらい探究科における指導と評価の計画 【資料 3-2】 

単元名 ウェルビーイングプロジェクト ～自分にとっても周りの人にとっても，より良い社会とは？～ 

単元の

目標 

これまで学習してきた事柄を総合し，日本や地域社会の課題から，よりよい社会実現のための納得解（最

適解）を，現状を取材・分析しながら探究し，自己の関わり方について考察する。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①社会にある課題について知

り，その課題が相互に関連し，

複雑化していることを理解して

いる。 

②探究活動を，自身の目的や対

象に応じて適切な手法で実施

している。 

③「より良い社会」を考える探究

活動は社会の方途だけではな

く，今後の自分の生き方にも

深く関わっていることに気づい

ている。 

①第８学年までの既習を整理し，課題解決の

ための計画を検討している。 

②探究計画の実行に必要なデータ等と調査

方法を検討し，調査を行っている。 

③自ら収集した「事実」や「調査データ」を根

拠として，探究計画の妥当性を分析・検証

するとともに，その結果をグループで確か

めることで妥当性を判断し合ったり，今後

の方向性を見出したりしている。 

④課題に対する自分の最適解(納得解）を，

相手意識をもち分かりやすく表現してい

る。 

①探究１を通して，探究活動は「よりよ

い社会」の実現に有益であることに

気付き，自分の意思で活動に取り

組んでいる。 

②「よりよい社会」に向けて，自分の考

えのみならず他者の意見を取り入

れて，探究 2 の探究活動に取り組

んでいる。 

③探究活動を通じて，社会課題の解

決方法と自分の生き方を踏まえた

最適解（納得解）の検討に取り組ん

でいる。 

指導と評価の計画 

小単元（時間） 学習活動 知 思 主 評価方法 

1 

探究１ 

よりよい社会とは 

（２５時間） 

第８学年までの既習を整理し，課題解決の
ためのテーマを検討することができる。 

 ①  ・発言 
・計画書 

探究１の探究活動を，自身の目的や対象
に応じて検討することができる。 

②   ・発言 
・ワークシート 

探究１の計画の実行に必要なデータ等と
調査方法を検討し，インタビュー等の調査

を行うことができる。 

 ②  ・取り組み 

・ワークシート 

探究１を通して，探究活動は「よりよい社
会」の実現に有益であることに気付き，自
分の意思で活動に取り組むことができる 

  ① 
・発言 
・ワークシート 

探究１の探究活動を通じて，社会にある課
題について知り，その課題が相互に関連
し，複雑化していることを理解することがで
きる。 

①   ・発表 

2 

探究２ 

みんなが幸せになる社会と

は 

（４５時間） 

「よりよい社会」に向けて，自分の考えのみ
ならず他者の意見を取り入れて，探究２の
探究活動に取り組むことができる。 

  ② 
・発言 
・ワークシート 

自ら収集した「事実」や「調査データ」を根
拠として，探究計画の妥当性を分析・検証
するとともに，その結果をグループで確か
めることで妥当性を判断し合ったり，今後
の方向性を見出したりすることができる。 

 ③  ・発言 
・ワークシート 

課題に対する自分の最適解(納得解）を，

相手意識をもち分かりやすく表現すること
ができる。 

 ④  ・発言 
・ワークシート 

探究活動を通じて，地域課題の解決方法
と自分の生き方を踏まえた納得解（最適
解）の検討に取り組むことができる。 

  ③ 
・発言 
・ワークシート 

「よりよい社会」を考える探究活動は，社会
の方途だけでなく，今後の自分の生き方に
も深く関わっていることに気付くことができ
る。 

③   
・発言 
・発表 
・ポスター 

 


